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準備はお済みですか？確定申告（2／16～3／15）�

4月1日から障害者自立支援法が施行されます�

「広報こなん」などに広告を掲載しませんか�

許しません！ごみのポイ捨て、不法投棄�

まちのわだい�

　　　2月2日から新しいサービスが始まります�図書館�
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？
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確
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�� 準
備
は
お
済
み
で
す
か
？
確
定
申
告
�

�� ��所
得
税
の
確
定
申
告
が
必

要
な
人
�

�①
給
与
所
得
者
で
収
入
が
２
千
万

円
を
超
え
る
人
�

②
年
末
調
整
を
受
け
た
給
与
所
得

・
退
職
所
得
以
外
に
株
式
配
当

金
、
地
代
、
家
賃
収
入
、
農
業

所
得
な
ど
が
あ
っ
た
人
で
、
給

与
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
が

…
�

◆
２０
万
円
を
超
え
る
場
合
↓
確

定
申
告
�

◆
２０
万
円
以
下
の
場
合
↓
住
民

税
の
申
告
�

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
�

④
年
の
途
中
で
退
職
や
転
職
を
し
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
�

⑤
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
日
雇
い
な
ど

で
働
い
て
い
た
人
�

⑥
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
譲
渡

（
土
地
・
家
屋
の
売
却
代
な
ど
）、

雑
所
得
（
年
金
、
恩
給
な
ど
）

な
ど
が
あ
っ
た
人
�

⑦
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
、
各
種
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
�

�
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

〈
一
般
的
な
も
の
〉�

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
�

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
�

・
各
種
支
払
調
書（
不
動
産
・
利

子
・
配
当
な
ど
）
�

・
そ
の
ほ
か
収
入
や
経
費
の
分
か

る
も
の
�

・
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た

確
定
申
告
書
の
書
類
一
式
�

・
印
鑑
�

・
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号（
本
人

名
義
の
も
の
）
�

�
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

〈
還
付
申
告
す
る
場
合
〉�

医
療
費
控
除
�

　
前
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書（
合
計
が
お
お
む
ね
１０

万
円
超
）
�

※
支
払
っ
た
金
額
の
合
計
を
患
者

・
病
院
ご
と
に
集
計
し
、
保
険

給
付
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
が
あ
れ
ば
、
必
ず
事
前
に
計

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
�

�雑
損
控
除
�

被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の

損
害
に
か
か
る
証
明
書
、
写
真
、

領
収
書
な
ど
�

※
事
業
用
資
産
や
生
活
に
通
常
必

要
で
な
い
資
産
に
受
け
た
損
害

は
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。�

�生
命
保
険
料
控
除
�

前
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
の

控
除
証
明
書
�

�損
害
保
険
料
控
除
�

前
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
の

控
除
証
明
書
�

�住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
�

・
住
民
票
�

・
登
記
簿
謄
本（
土
地
・
家
屋
）
�

・
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
�

・
売
買
契
約
書（
土
地
・
家
屋
と

も
）ま
た
は
工
事
請
負
契
約
書

の
写
し
な
ど
�

・
増
改
築
の
場
合
、
床
面
積
の
分

か
る
書
類（
建
築
確
認
申
請
書

な
ど
）
�

※
借
入
金
に
連
帯
債
務
が
あ
る
場

合
の
申
告
は
税
務
署
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
�

�配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
�

受
け
よ
う
と
す
る
配
偶
者
や
扶

養
者
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
所
得

の
分
か
る
も
の
�

�譲
渡
所
得
（
土
地
・
家
屋
等
の

売
買
）・
雑
損
控
除
の
申
告
は

税
務
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
�

�定
率
減
税
の
適
用
を
お
忘
れ

な
く
！
�

　
�

　
平
成
１７
年
分
の
所
得
税
に
つ
い

て
、
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
定
率
減
税
額
は
、
所
得
税

の
２０
％
相
当
額（
最
高
２５
万
円
）

で
す
。
�

�申
告
は
正
し
く
期
限
内
に
�

　
確
定
申
告
書
の
提
出
や
納
税
を

３
月
１５
日（
水
）ま
で
に
行
わ
な
か

っ
た
り
、
税
額
を
誤
っ
て
申
告
し

た
り
し
た
場
合
に
は
、
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算

税
や
延
滞
税
を
も
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

�必
ず
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
�

　
確
定
申
告
を
行
う
場
合
、
給
与

所
得
の
あ
る
人
は
必
ず
源
泉
徴
収

票
が
、
ま
た
、
事
業
所
得
・
不
動

産
所
得
・
山
林
所
得
の
あ
る
人
は

必
ず
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
。
�

　
収
支
内
訳
書
の
作
成
が
で
き
て

い
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
�

　
初
め
て
事
業
等
の
申
告
を
行
う

人
で
、
記
入
方
法
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
税
の
専
門
家
に
相
談
し
、

収
支
内
訳
書
を
完
成
さ
せ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
�

�所
得
税
の
納
税
も
３
月
１５
日

（
水
）
ま
で
�

�　
確
定
申
告
で
決
定
し
た
所
得
税

の
納
付
期
限
は
、
申
告
期
限
と
同

じ
３
月
１５
日（
水
）で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！
�

●
２
月
１６
日（
木
）か
ら
、
平
成
１７
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
１８
年
度
分
の
住
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
�

●
毎
年
、
申
告
期
限
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
税
務
署
は
も
ち
ろ
ん
、
市
役
所
の
申
告
相
談
会
場
も
大
変
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
、
税
務
署
や
市
役
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

●
申
告
が
必
要
な
人
は
、
提
出
す
る
添
付
書
類
や
提
示
す
る
書
類
を
あ
ら
か
じ
め
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
�

＜医療費控除額の計算方法＞�

①

②�

③�

負担した�
医療費

保険金などで�
補てんされる�
金額

支払った医療�
費の総額�

１０万円または所得金額の合計額�
の５％のいずれか少ないほうの�
金額

－� ＝�

＝�

医療費控除額（最高２００万円）�A B =－�

A

B

�
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申告書の作成は、国税庁ホームページ
の「確定申告書等作成コーナー」が大
変便利です！�
国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp�

�
◎画面に基づき必要項目を入力することにより、
確定申告書が作成できます。�
◎カラープリンターで印刷した確定申告書を、
そのまま税務署に提出できます。�
◎ホームページは２４時間利用できます。�
水口税務署個人課税第一部門　�62�0317

水口税務署からのお知らせ�
平成１７年分の確定申告会場が変わり
ます！�
開設期間…２月１６日（木）～３月１５日（水）�
　※土・日曜日は開催していません。�
開催場所…水口社会福祉センター 福祉ホール�
　甲賀市水口町水口5609（水口税務署北隣）�
○申告書の提出・電話での問い合わせなどにつ
いては、税務署で行っています。�
○上記期間以外（土・日曜日、祝日を除く）は、
水口税務署で相談を行います。�
○水口税務署では、納税者自身で申告書を記載
する自書申告を推進しています。ご理解・ご
協力をお願いします。�

申告書は自分で書いてお早めに�
確定申告書の提出は、「簡単・便利・スピーディ」
な郵送で！�
・「確定申告の手引」や国税庁のホームページ
が、あなたの申告書の作成をサポートします。�
・提出の前には、記載誤りがないか、手引や記
載例でチェックしましょう。�
・郵送用封筒、申告書用紙、確定申告の手引、
記載例は、水口税務署または市役所税務課に
備え付けてありますのでご利用ください。�

野　洲　川�

至鬼生川駅�
近江鉄道�

西友�
振興局�

甲賀病院�

水口石橋駅�

国道一号�

甲賀市役所�

水口納税協会�

水口税務署�

水口社会福祉センター�
福祉ホール�

　市内では下記のとおり申告相談を行います。受付から相
談までに時間がかかることがありますが、あらかじめご了
承ください。�

○市外在住の人の申告相談は受け付けることができません。また、平成１６年
分以前の申告、青色申告についても受け付けることができません。�
○実施会場が２つある日については、それぞれ対象地域を指定しています。
できるだけ指定された会場にお越しください。�
○対象地域を指定している会場では、対象地域以外の人も受け付けますが、
できるだけ指定された会場で申告してください。�
○２月２０日（月）・２４日（金）・２８日（火）は、第１会場の西庁舎にポルトガル語
の通訳を配置しています。なお、ポルトガル語圏の人については対象地域
は限定しません。�
○税務課〔東庁舎〕・市民生活課〔西庁舎〕の窓口での申告相談は行っていませ
ん。�
○相談内容が複雑な場合は、水口税務署で申告していただくことがあります。�
○農業所得を申告する人は、経費などを把握できる資料をお持ちください。�
○申告書の受理のみも行います。平成１６年分以前の申告書、青色申告書も受
理しますが、内容は確認しません。�

確定申告相談日程�
相談開始：午前９時～�
受付時間：午前９時～午後４時�

2/16（木）�
2/17（金）�
2/20（月）�
2/21（火）�
2/22（水）�
2/23（木）�
2/24（金）�
2/27（月）�
2/28（火）�
3/1（水）�
3/2（木）�
3/3（金）�
3/6（月）�
3/7（火）�
3/8（水）�
3/9（木）�
3/10（金）�
3/13（月）�
3/14（火）�
3/15（水）�

西庁舎�
�
西庁舎�
西庁舎�
西庁舎�
西庁舎�
西庁舎�
西庁舎�
西庁舎�

菩提寺公民館
�

�

菩提寺公民館
�

�

菩提寺公民館
�

�
菩提寺公民館�
共同福祉施設�
�
共同福祉施設�
�

市全域�
　　�
石部東�
石部中央�
石部西�
岡出、宮の森�
東寺、西寺・丸山�
宝来坂�
石部南�

市全域�
　　�

北山台、菩提寺、みどりの村�
�
三上台、イワタニランド�
近江台、サイドタウン�
菩提寺小学区全域�
夏見、中央、ルモン甲西�
�
市全域�

2/16（木）�
2/17（金）�
2/20（月）�
2/21（火）�
2/22（水）�
2/23（木）�

2/24（金）
�
�

2/27（月）�
2/28（火）�
3/1（水）�
3/2（木）�
3/3（金）�
3/6（月）�
3/7（火）�
3/8（水）�
3/9（木）�
3/10（金）�
3/13（月）�
3/14（火）�
3/15（水）�

　　 　　�
�
岩根公民館�
下田公民館�
下田公民館�
下田公民館�
市民学習交流�
センター（本館）�
岩根公民館�
岩根公民館�

　　 　�
�
�
三雲公民館�
�

柑子袋公民館�
�

　　�
�

　　�
�

　　　　 　�
�
岩根小学区全域�
下田（東・西・南・北）�
中山、緑ヶ丘、大谷、松風苑桐山�
下田小学区全域�

湖南団地（北・中・南）
�

�
朝国、岩根東口、岩根東�
岩根西、岩根花園、正福寺�

　　　　 　�
　�
�
三雲、妙感寺、吉永�
�

針、平松、柑子袋�
�

　　　　�
　�

　　　　�
　�

第１会場�

第２会場�

水口城南駅�
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4
月
1
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
�

施
行
さ
れ
ま
す
�

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
�

　
障
害
保
健
福
祉
施
策
は
、
平
成

15
年
度
か
ら
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
い
て
導
入
さ

れ
た
支
援
費
制
度
に
よ
り
、
飛
躍

的
に
充
実
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

障
害
種
別
ご
と
の
縦
割
り
で
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
た
た

め
、
利
用
者
に
と
っ
て
施
設
・
事

業
体
系
が
分
か
り
に
く
く
、
使
い

に
く
い
こ
と
な
ど
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

制
度
上
の
問
題
点
を
解
決
す
る
と

と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
い
っ
そ
う
の

充
実
を
図
る
た
め
に
障
害
者
自
立

支
援
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

����

●
●
こ
の
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
●
●

①
障
害
の
種
別
（
身
体
障
害
・
知

的
障
害
・
精
神
障
害
）
に
か
か

わ
ら
ず
、
障
害
の
あ
る
人
々
が

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
一
元

化
し
、
施
設
・
事
業
を
再
編
す

る
。

②
障
害
の
あ
る
人
々
に
、
身
近
な

市
町
村
が
責
任
を
持
っ
て
一
元

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

③
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
々
も

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
と
所
得
に

応
じ
た
負
担
を
行
う
と
と
も
に
、

国
と
地
方
自
治
体
が
責
任
を
持

っ
て
費
用
負
担
を
行
う
こ
と
を

ル
ー
ル
化
し
て
財
源
を
確
保
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に

充
実
さ
せ
る
。

④
就
労
支
援
を
抜
本
的
に
強
化
す

る
。

⑤
支
給
決
定
の
仕
組
み
の
透
明
化
、

明
確
化
を
図
る
。

※
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

の
し
く
み
は
、
3
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当〔
東

庁
舎
〕　
　

�
71
�
2
3
6
4

�
72
�
3
7
8
8

障害者自立支援法による総合的な自立支援システムの全体像は、�
自立支援給付と地域生活支援事業で構成されています。�

●相談支援�
　（関係機関との連絡調整、権利擁護）�

●コミュニケーション支援�
　（手話通訳派遣など）�

●日常生活用具の給付または貸与�

●移動支援�

�

●地域活動支援センター�
　（創作的活動・生産活動の機会提供、社会との�
　 交流促進など）�

●福祉ホーム�

●居住支援�

●その他の日常生活または社会生活支援�

地域生活支援事業�

自立支援給付�

�
●専門性の高い相談支援　●広域的な対応が必要な事業　●人材育成　など�

都道府県�

介護給付�
●居宅介護（ホームヘルプ）�
●重度訪問介護�
●行動援護�
●重度障害者等包括支援�
●児童デイサービス�
●短期入所（ショートステイ）�
●療養介護�
●生活介護�
●施設入所支援�
●共同生活介護�

訓練等給付�
●自立訓練�
●就労移行支援�
●就労継続支援�
●共同生活援助�
　（グループホーム）�

自立支援医療�
●（旧）更生医療�
●（旧）育成医療※�
●（旧）精神通院医療※�
※実施主体は都道府県�

補装具�

■地域生活支援事業　市町村の創意工夫を図るとともに、利用者の状況に応じ
て柔軟に対応することが求められるコミュニケーション支援、ガイドヘルプ（移
動支援）、地域活動支援センターなどの事業があります。�

市町村�

支援�

　これまでの障害にかかる公費負担医療（精
神通院医療、更生医療、育成医療）が自立
支援医療に変わります。�

育成医療�
（児童福祉法）�

更生医療�
（身体障害者福祉法）�

精神通院医療�
（精神保健福祉法）�

●支給認定の手続きを共通化�

●利用者負担の仕組みを共通化�

●指定医療機関制度の導入�

●医療の内容や、支給認定の実施�

　主体※については、現行どおり�
※精神、育成→都道府県　更生→市町村�

自
立
支
援
医
療
制
度
�

現　　行�

見直し後�

平成１８年４月に�
新体系に移行�
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市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

な
ら
び
に
自
主
財
源
の
確
保
を
図

る
た
め
、
「
広
報
こ
な
ん
」
お
よ

び
「
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

広
告
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

３
月
下
旬
発
行
予
定
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻
表
」
に
新
た
に

広
告
枠
を
設
け
ま
す
。
�

　
会
社
や
お
店
の
P
R
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
�

　
な
お
、
掲
載
で
き
る
広
告
は
市

の
公
共
物
等
と
し
て
の
品
位
や
公

共
性
お
よ
び
公
益
性
を
妨
げ
な
い

も
の
で
、
市
民
に
不
利
益
を
与
え

な
い
中
立
性
の
あ
る
も
の
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
�

�①
「
広
報
こ
な
ん
」
の
広
告
の
規

格
な
ど
�

○
発
行
部
数
　
�

　
約
2
2,
0
0
0
部（
毎
月
）

○
規
格（
１
枠
）

　
縦
45
㎜
×
横
88
㎜

※
同
一
ペ
ー
ジ
の
隣
り
合
う
２
つ

の
広
告
を
１
枠
と
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

○
枠
数
　
発
行
１
回
当
た
り
４
枠

○
掲
載
料
　
�

　
１
枠
2
0,
0
0
0
円
（
２
枠

4
0,
0
0
0
円
）

�

○
広
告
掲
載
期
間

　
４
月
号
〜
平
成
19
年
３
月
号
�

※
連
続
で
掲
載
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

○
掲
載
位
置

　
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
の
そ
れ
ぞ
れ

５
段
目
と
し
、
掲
載
ペ
ー
ジ
は

発
行
の
つ
ど
市
が
定
め
ま
す
。

�②
「
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

バ
ナ
ー
広
告
の
規
格
な
ど

○
規
格（
１
枠
）

　
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横
1
5
0
ピ

ク
セ
ル（
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内
）

○
枠
数
　
１
カ
月
当
た
り
５
枠

○
掲
載
料
　
�

　
１
枠
2
0,
0
0
0
円

○
広
告
掲
載
期
間

　
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31

日
※
掲
載
期
間
は
１
カ
月
単
位
と
し
、

連
続
で
掲
載
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

○
掲
載
位
置

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
最
下
段

■
応
募
方
法

　
広
報
こ
な
ん
広
告
掲
載
申
込
書

ま
た
は
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
掲
載
申
込
書
に
広

告
案
を
添
付
し
て
、
２
月
24
日

（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
政
策
秘
書
課
に

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
秘
書
課
広
報
・
広
聴
担
当

〔
東
庁
舎
〕

�
71
�
２
３
１
４

�③
平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
時
刻
表
の
広
告
の
規
格
な
ど

○
発
行
部
数
　
�

　
約
1
０，
０
０
０
部（
年
１
回
・

３
月
下
旬
発
行
）

○
規
格（
１
枠
）

　
縦
45
㎜
×
横
88
㎜
�

※
文
字
は
黒
色

○
枠
数
　
６
枠

○
掲
載
料
　
�

　
１
枠
最
低
2
0,
0
0
0
円

○
掲
載
位
置

　
表
面
お
よ
び
裏
面
の
下
部

■
応
募
方
法

　
広
告
掲
載
申
込
書
に
広
告
案
を

添
付
し
て
、
２
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
安
心
安
全
課
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
申
込
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当〔
東

庁
舎
〕
　
　
�
71
�
２
３
１
１
�

�

　
市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
平
成
17

年
度
中
の
策
定
に
向
け
、
湖
南
市

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会

で
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

現
在
策
定
協
議
中
の
素
案
に
つ
い

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集

し
ま
す
。

　
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
提
案
は
、
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
計
画（
案
）設
置
場
所

　
情
報
公
開
室（
東
庁
舎
）、
高
齢

福
祉
介
護
課（
東
庁
舎
）、
健
康

政
策
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）、
保

健
福
祉
課（
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー
）、

各
公
民
館
、
各
会
館
、
三
雲
集

会
所

※
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp

　
‥//w

w
w
.city

.kon
an
.shiga.jp

）

　
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在

学
す
る
人

○
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
人

■
募
集
期
間

　
2
月
6
日（
月
）ま
で

■
応
募
方
法

①
設
置
場
所
に
備
え
付
け
て
い
る

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
設
置

場
所
に
直
接
提
出
し
て
い
た
だ

く
か
、
左
記
あ
て
に
郵
便
ま
た

は
F
A
X
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
高
齢
福

祉
介
護
課
へ
メ
ー
ル
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
福
祉
介
護
課〔
東
庁
舎
〕（
〒

5
2
0
ー

3
2
8
8
中
央
一
丁

目
1
番
地
）　

��
71
�
4
6
5
2

　
��
72
�
3
7
8
8

湖
南
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
�

保
健
福
祉
計
画（
案
）
�

�
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昨
年
も
福
岡
県
西
方
沖
地
震
や

宮
城
県
沖
地
震
な
ど
全
国
で
大
規

模
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
冬
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
記
録

的
な
大
雪
は
、
全
国
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
雪
害
に
よ

る
死
者
は
つ
い
に
1
0
0
人
を
超

え
ま
し
た
。

　
さ
て
近
年
、
湖
南
市
で
は
、
特

に
目
立
っ
た
大
規
模
災
害
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
12
月
に

二
度
に
わ
た
っ
て
到
来
し
た
寒
波

で
は
水
道
管
の
破
裂
事
故
や
大
規

模
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

被
害
は
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
市
内
で
は
12
月
下
旬
か
ら
年

始
に
か
け
て
、
４
回
の
地
震（
１

回
は
震
度
２
、
残
り
は
震
度
１
）

が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
一

方
、
隣
の
甲
賀
市
で
は
12
月
上
旬

か
ら
中
旬
に
か
け
て
浄
水
池
で
異

物
混
入
事
故
が
発
生
、
断
水
に
よ

っ
て
約
１
万
４
千
世
帯
が
数
日
間

に
わ
た
っ
て
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
は
い
つ
や
っ
て

く
る
か
予
期
で
き
ま
せ
ん
。
市
で

は
、
大
規
模
な
地
震
・
台
風
・
豪

雪
な
ど
に
よ
っ
て
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
と

め
、
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め

の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
に
対
し

て
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
市

役
所
な
ど
の
行
政
機
関
の
取
り
組

み
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
特
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
・
通
信
・
輸
送
な

ど
）が
断
絶
し
た
場
合
に
は
復
旧

す
る
ま
で
自
足
で
き
る
た
め
の
準

備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
も
し
も
の
と
き
に
あ
わ
て
な
い

よ
う
に
、
家
族
の
皆
さ
ん
で
非
常

持
出
品
や
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
、

防
災
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
、
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
�

�
　当面の生活を支えるもの（一人当たり３～５日分）を用意し
ましょう。重さは男性で 15kg程度、女性で 10kg程度を目
安に、背負いやすいリュックサックにまとめておきましょう。

非常持出品一覧�

市内避難場所一覧�

現金（10円玉も）、貯金通帳、カード類、印鑑、自
宅の鍵、身分証明になるもの、車のキー��
できれば一人１本。予備の電池も��
予備の電池も��
包帯、三角巾、脱脂綿、消毒液、はさみ、ばんそう
こうなど��
充電器も��
当面の緊急避難分（１日一人３    。３日分程度）��
当面の緊急避難分（乾パン類や缶詰など。缶切
りも必要）��
マッチ、ろうそくなども��
防寒用や着替えとして��

いろいろな用途に使用可能。できればトイレット
ペーパーも��
�
安全・衛生用に��
常備薬、眼鏡・コンタクトレンズも��
連絡メモなどに必須��
カセットコンロ・固形燃料、テント、毛布、ロープ、
ヘルメット�

貴重品�
�
懐中電灯�

携帯ラジオ�

救急セット�

携帯電話�

飲料水��

非常用食料�
�
ライター�

衣類・タオル�

ティッシュペーパ
ー・ウェットティッシ
ュ・ビニール袋�

軍手・マスク�
医薬品・生理用品��
筆記用具�

そのほか用意して
おくと便利なもの�

備　　　　　　　　考�項　　　目�

ミネラルウォーターを忘れずに。離乳食も�
お湯を沸かすために。燃料も必要��
�
紙おむつ��

おんぶひも�

粉ミルク・ほ乳瓶�
カセットコンロ��
常備薬 ��
おむつ��
そのほか用意して
おくと便利なもの�

備　　　　　　　　考�項　　　目�
○赤ちゃんがいる家庭�

◎湖南市役所（東庁舎）�
三雲東小学校、●三雲公民館、三雲会館、三雲教育集会所�
三雲小学校、甲西中学校、中央公民館、●柑子袋公民館、夏
見会館、柑子袋会館、社会福祉センター、勤労青少年ホーム、
総合体育館�
◎●石部防災センター�
石部コミュニティセンター、石部小学校、石部保健センター、
石部文化総合センター、石部公民館、石部老人福祉センター、
石部軽運動場、石部保育園、松籟会館、石部幼稚園�
雨山体育館、雨山第二体育館、雨山研修館宿場の里、石部
中学校、石部南幼稚園、石部南小学校、阿星保育園、石部南
公民館、じゅらくの里（福祉パーク館）、阿星青少年研修館�
岩根小学校、甲西北中学校、●岩根公民館、岩根会館�
�
菩提寺小学校、菩提寺北小学校、●菩提寺公民館�
�
�
下田小学校、●下田公民館�
�
�

水戸小学校、日枝中学校、●市民学習交流センター（サンヒ
ルズ甲西）本館、市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）
別館�

市内全域�
三雲東小学校区（三雲区、妙感寺区）�
三雲小学校区（吉永区、夏見区、針区、ルモン
甲西区、中央区、平松区、柑子袋区）�
�
石部小学校区、石部南小学校区�
石部小学校区（石部東区、石部中央区、石部
西区、岡出区）�
�
石部南小学校区（宮の森区、宝来坂区、石部
南区、東寺区、西寺・丸山区）�
�
岩根小学校区（朝国区、岩根東口区、岩根東
区、岩根西区、岩根花園区、正福寺区）�
菩提寺・菩提寺北小学校区（北山台区、菩提
寺区、みどりの村区、三上台区、イワタニラン
ド区、近江台区、ハイウェイサイドタウン区）�
下田小学校区（下田東区、下田西区、下田南
区、下田北区、中山区、緑ヶ丘区、大谷区、松風
苑桐山団地自治会連合会区）�
水戸小学校区（湖南団地北区、湖南団地中区、
湖南団地南区）�

� 地　　　　　　　区�施　　　　　設　　　　　名�

◎の施設は防災拠点、●の施設は地区連絡所の機能をそれぞれ兼ね備えています。�
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市
内
で
は
近
年
、道
路
や
河
川
な

ど
に
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
、ま
ち
の
美

観
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
ポ
イ
捨
て
行
為
や
不
法
投
棄
は
、

基
本
的
に
は
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル

の
問
題
で
す
が
、ご
く
一
部
の
心
な
い

人
た
ち
の
行
為
に
よ
っ
て
多
く
の
労

力
や
税
金
が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
滋
賀
県
が
平
成
４
年
に
定
め
た

「
滋
賀
県
ご
み
の
散
乱
防
止
に
関
す

る
条
例
」で
は
、違
反
し
た
人
に
は

捨
て
た
ご
み
の
回
収
が
義
務
づ
け
ら

れ
、そ
れ
に
従
わ
な
い
人
に
は
２
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
県
下
で
は
同
条
例
に
基
づ
い
て
設

置
さ
れ
た
環
境
美
化
監
視
員
が
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
に
関
す
る
監
視
・
啓

発
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
ご
と
に

組
織
化
さ
れ
て
い
る「
地
域
ご
み
対

策
会
議
」（
本
市
か
ら
も
２
人
の
か

た
が
委
員
と
し
て
参
画
）に
お
い
て

も
、啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。�

　
市
で
も
不
法
投
棄
撲
滅
の
た
め

に
啓
発
看
板
を
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、県
や
警
察
と
連
携
し
て
摘
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、撤
去
要
請
や
告

発
を
含
め
た
法
的
措
置
を
取
っ
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
市
内
で
は
、各
区
・
自
治
会

や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
か
た
が
た
に
地
域
の
道
路

や
河
川
、山
な
ど
で
清
掃
活
動
に
従

事
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、ポ
イ

捨
て
行
為
や
不
法
投
棄
を
許
さ
な

い
、き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。�

○
石
路
　
寛
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ワ
イ
ワ

イ
あ
ぼ
し
ク
ラ
ブ
）�

　
「
年
に
何
回
か
清
掃
活
動
に
従

事
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
た
び
に

感
じ
る
の
が
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の

多
さ
。
特
に
道
路
は
ひ
ど
い
で
す

ね
。灰
皿
の
掃
除
を
し
た
と
し
か

思
え
な
い
、山
の
よ
う
に
積
も
っ

た
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、マ
ナ
ー
を
守
っ
て
一
緒
に

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
」�

○
寺
嶋
千
晶
さ
ん（
里
山
保
全
グ

ル
ー
プ
「
つ
つ
じ
の
会
」
）�

　
「
岩
根
山（
十
二
坊
）で
森
林
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
が
幼
か
っ
た
こ
ろ
の
岩
根
山
は

美
し
い
山
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
今

は
あ
ち
こ
ち
に
ご
み
が
散
乱
し
て

い
ま
す
。
大
量
の
ご
み
を
前
に
気

力
が
萎
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

仲
間
と
励
ま
し
合
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
市
民
み
ん
な
で
『
ふ
る

さ
と
の
山
』
を
守
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
」�

�
�

�
�

�

　　　�
�

　湖南市に隣接する竜王町の林道や山林

で、本市の「燃えるごみ指定袋」に入れられ

た大量のごみが投棄されているのが発見さ

れました。同町の区・自治会からの通報で

判明したもので、深刻な問題になっています。

このような悪質・卑劣な行為は絶対に許さ

れません。�

市道沿線のわずかな距離に大量のごみが…�

考えられないごみが続々と…�

モラルはどこへ…�

許されな
い自分勝

手な行為
�

許されな
い自分勝

手な行為
�
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（１）職員の任免および職員数に関する状況�

①採用の状況（平成１６年度）�
職　種　区　分� 採　用　者　数�
一般行政職� 1

保育士・幼稚園教諭� 3

医療職� 3

派遣・人事交流職員� 13

合　　計� 20

②退職の状況（平成１６年度）�

（単位：人）�

（単位：人）�

市　　長�
一般� 3 10 1 13 27

水道� 1 1

病院� 2 2

教　　育� 一般� 8 8

計� 3 11 0 1 23 38

会計�任命権者� 定年�希望�死亡�懲戒免職�普通� 計�

③部門別職員数の増減とその主な理由（各年４月１日現在）�
（単位：人）�

部　　　　門�平成16年�平成17年� 増減� 主な増減理由�

一
般
行
政�

議　　会� 4 4 ２町合併による�

総務企画� 86 86 〃�

税　　務� 20 20 〃�

民　　生� 125 125 〃�

衛　　生� 45 45 〃�

労　　働� 2 2 〃�

農林水産� 12 12 〃�

商　　工� 5 5 〃�

土　　木� 22 22 〃�

小　　計� 321 321

特
別
行
政�

教　　育� 121 121 ２町合併による�

消　　防� 0 〃�

小　　計� 121 121

公
営
企
業
等
会
計�

病　　院� 26 26 ２町合併による�

水　　道� 9 9 〃�

下 水 道� 9 9 〃�

そ の 他� 14 14 〃�

小　　計� 58 58

合　　　　計� 518 500 △ 18

※定員管理調査において合併市町村の計上方法が上記のとおり定
められていますので、合計数値のみの比較となります。�

（２）競争試験および選考の状況�

①競争試験の状況（平成１６年度）� （単位：人）�

試 験 区 分�
受　験　者　数�合　格　者　数�

合格率�
計� 男� 女� 計� 男� 女�

保育士・幼稚園教諭� 35 0 35 4 0 4 11.4％�
保健師� 2 0 2 1 0 1 50.0％�

管理栄養士� 12 0 12 1 0 1 8.3％�
合　　　計� 49 0 49 6 0 6 12.2％�

②選考の状況（平成１６年度）� （単位：人）�

職　種　区　分�
採　用　者　数�

計� 男� 女�
一般事務� 1 1 0

理学療法士� 1 1 0

合　　　　計� 2 2 0

（３）職員の給与の状況�

①人件費の状況（平成１６年度普通会計決算）�

歳出額（Ａ）�実質収支�人件費（Ｂ）�

53,260人�16,094,413千円�392,086千円�3,586,974千円�22.3％� －�

注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。�

②職員給与費の状況（平成１７年度普通会計予算）�

職員数�
（Ａ）�

給与費�

給料� 職員手当�期末・勤勉手当� 計（Ｂ）�

443人�1,678,984千円�318,201千円� 658,149千円�2,655,334千円�5,994千円�

注）１　職員手当には退職手当は含まれていません。�
　　２　給与費は当初予算に計上された額です。�
　　３　対象者は、一般会計に属する職員です。�

③職員の平均給料月額および平均年齢の状況�
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年４月１日現在）�

区　分�
一般行政職� 技能労務職�

平均給料月額� 平均年齢�平均給料月額�平均年齢�
湖南市� 335,300円� 41歳7月� 271,000円� 51歳7月�

④職員の初任給の状況（平成１７年４月１日現在）�

区　分�
湖南市� 国（Ⅰ種）�

決定初任給� 決定初任給�

170,700円� 190,200円� 184,400円� 198,600円�

138,800円� 154,300円� 138,800円� 148,500円�

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�
　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年４月１日現在）�

区　分�

277,600円� 315,600円� 357,300円�

229,000円� 285,700円� 335,900円�

注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合
は採用後の年数をいい、採用前に職歴などのある場合はその期間
を換算して採用後の年数に加算した年数をいいます。�

⑥国との給料月額の水準比較(ラスパイレス指数)の状況�
区　分�

一般行政職�

人口�
（年度末）�

人件費率�
（Ｂ／Ａ）�

15年度�
人件費率�

一人当たり�
給与費�

（Ｂ／Ａ）�

一　般
行政職�

大学卒�

高校卒�

採用２年経過日�
給料月額�

採用２年経過日�
給料月額�

経験年数10年�経験年数15年�経験年数20年�

大学卒�

高校卒�
一　般
行政職�

平成17年度�
94.6

※派遣・人事交流
職員とは、国・県
などからの派遣
や交流人事によ
る職員(県の職
員、教員、医師
など)のことで
す。�

国家公務員の給料月額を１００
とみなした場合の指数�

　市では職員に対する人事行政の運営に関し、その透明性と公平性を確保することを目的として、平成17年３月に「湖
南市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を制定しました。
　この条例では、市職員の採用、職員数、給与、勤務時間などの市の人事行政に関わること全般について、市民の
皆さんに公表することを定めています。ここではその概要をお知らせします。なお、公表内容の詳細については湖
南市ホームページに掲載しています。
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（支給額） （月額）�

住居手当�

借家・借間（最高限度）� 27,000円�
3,300円�

（支給額） （月額）
　交通機関利用（最高限度） 55,000円
　交通用具（自動車・バイク・自転車など）使用

距　　離� 金　額�
2㎞未満� 3,700円�

2㎞以上4㎞未満� 4,800円�
4㎞以上6㎞未満� 5,600円�
6㎞以上10㎞未満� 6,700円�

湖南市の制度
と一部異なり
ます（交通用
具 使 用 の 場
合、通勤区分
に応じ2 , 0 0 0
円～24,500円
を支給）。�

湖南市の制度
と一部異なりま
す（持ち家の
場合、新築・
購入から５年
間 の み月額
2 , 5 0 0 円を支
給）。�

10㎞以上15㎞未満� 7,500円�
15㎞以上20㎞未満� 11,000円�
20㎞以上25㎞未満� 13,300円�
25㎞以上30㎞未満� 15,000円�
30㎞以上35㎞未満� 18,500円�
35㎞以上40㎞未満� 20,800円�
40㎞以上45㎞未満� 23,100円�
45㎞以上50㎞未満� 24,000円�
50㎞以上55㎞未満� 24,900円�
55㎞以上60㎞未満� 25,800円�

60㎞以上� 26,700円�

持ち家�

通勤手当�

⑦一般行政職の級別職員数の状況（平成１７年４月１日現在）�
区　分�

職員数�
構成比�

注）１ 湖南市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　２ 標準的な職務の名称とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

⑧職員手当の状況（平成１７年４月１日現在）�
区　分� 湖　　　　南　　　　市� 国�

（支給割合）
期　末� 勤　勉� 計�

6月期�1.40月分�0.70月分�2.10月分� 湖南市の制度�
と同じ�

湖南市の制度�
と同じ�

湖南市の制度�
と同じ�

12月期�1.60月分�0.70月分�2.30月分�
計� 3.00月分�1.40月分�4.40月分�

※職制上の段階、職務の級などによる加�
　算措置があります。

（支給率）

自己都合 希望・定年
勤続20年�21.00月分�27.30月分�

退職手当 勤続25年 33.75月分 42.12月分�
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
※定年前早期退職特例措置（2～20％加算）�
　があります。

（支給額）

配偶者 13,500円
扶養親族（２人まで）� 6,000円�

扶養手当� (6,500円)

(11,000円)

その他� 5,000円�

加算5,000円

標準的な職務�
の名称� 主事� 主事� 主事� 主査� 主幹�

1人�
0.4％�

18人�
6.8％�

34人�
12.8％�

63人�
23.8％�

61人�
23.0％�

１級� ２級� ３級� ４級� ５級�

課長補佐�

33人�
12.5％�

６級�
課長�
参事�
40人�
15.1％�

７級�
次長�
政策監�
8人�
3.0％�

８級�

部長�

7人�
2.6％�

９級�

265人�
100.0％�

計�

期末・勤�
勉手当�

満16歳になる年度から満�
22歳になる年度末まで�

（配偶者がない場合の１人目）�
（配偶者が扶養親族でない場合の１人目）�

支給対象職員� 支給率�

部長級� １５％�
管理職手当� 次長級� １３％�

課長級� １２％�

参事・課長補佐級� １０～８％�

注）合併後(平成16年10月以降）による�

支給対象地域� 全　域�

調整手当�
支給率� １％�

支給対象職員� 全職員�

国の制度� －�
注）合併後(平成16年10月以降）による�

区　　分� 全職種�

特殊勤務手当
（平成16年度
　普通会計決算）�

8.1％�

28,183円�

21

注）合併後(平成16年10月以降）による�

支給総額� 100,414千円�

時間外勤務手当
（平成16年度
　普通会計決算）�

27千円�

支給総額� －�

－�

注）合併後(平成16年10月以降）による�

⑨特別職の報酬などの状況（平成１７年４月１日現在）�
区　　分� 給料月額等� 期末手当�

給　料�

市　長� ７６０，０００円�
助　役� ６５０，０００円�
収入役� ６２０，０００円�　　　６月期�　１．６月分�

教育長� ６２０，０００円�　　１２月期�　１．７月分�

報　酬�

議　長� ３７３，０００円� 合計�３．３月分�

副議長� ２９６，０００円�
議　員� ２５４，０００円�

16年度�

15年度�

職員1人当たり�
平均支給月額�

職員1人当たり�
平均支給月額�

職員全体に占める�
手当支給職員の割合�
支給職員１人当たり�
平均支給年額�

手当の種類（手当数）�



万
一
に
備
え
て
�

　
平
成
18
年
度
の
加
入
申
し
込
み

が
2
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

◇
交
通
災
害
共
済
と
は
◇

　
一
人
ひ
と
り
が
わ
ず
か
な
掛
金

を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し
て
交
通

事
故
に
遭
わ
れ
た
人
へ
見
舞
金
を

お
く
り
救
済
す
る
、
県
下
全
市
町

で
構
成
し
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

■
加
入
方
法

◎
平
成
17
年
度
に
加
入
し
て
い
る

人
　
1
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
る
加

入
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
掛

金（
1
人
5
0
0
円
）を
添
え
て

取
扱
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
安

心
安
全
課
、
市
民
生
活
課
、
各

出
張
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◎
平
成
17
年
度
に
加
入
し
て
い
な

い
人

　
安
心
安
全
課
、
市
民
生
活
課
、

各
出
張
所
に
備
え
付
け
て
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
掛
金
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
金
融
機
関
で
の
取
り
扱
い
は

で
き
ま
せ
ん
）。

区
長
さ
ん
、
組
（
班
）
長
さ
ん
を

通
じ
て
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

■
共
済
期
間
　
4
月
1
日
〜
平
成

19
年
3
月
31
日

※
途
中
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申

込
日
の
翌
日
か
ら
平
成
19
年
3

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
も
掛
金
は
、
1
人
5
0

　
0
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当〔
東

庁
舎
〕
　
　
�
71
�
2
3
2
5

○
市
民
生
活
課
交
通
担
当〔
西
庁
舎
〕

　
　
　
　
　
�
77
�
7
0
0
7

申
込
受
付
は
2
月
1
日
か
ら

市内の事故発生状況� （平成１７年１２月末現在）�

人身事故�
発生件数�

12月� 58 74 1 230

＋ 19 ＋ 22 ＋ 1 ＋ 44

386 491 3 2,223

－ 11 0 － 1　＋ 224

平成 17年累計
（1～１2月）�

前年対比�

前年対比�

負傷者数�死者数�
物損事故�
発生件数�
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消
費
者
金
融（
サ
ラ
金
）を
ご
存

じ
で
す
か
？
1
9
0
0
万
人
、
国

民
6.
6
人
に
1
人
が
利
用
し
て

い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
駅
前
に

看
板
が
あ
り
、
街
頭
で
は
宣
伝
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
頻
繁
に
配
ら
れ
て

い
ま
す
。
知
名
度
の
高
い
タ
レ
ン

ト
を
使
っ
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
毎
日

流
れ
、
街
中
に
は
店
舗
や
無
人
契

約
機
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
と
て

も
身
近
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
人

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
生
活
費
に
充
て
る
だ
け
で
な
く

買
い
物
や
旅
行
の
費
用
に
気
軽
に

利
用
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で

す
。
予
定
ど
お
り
返
済
で
き
て
い

る
間
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
か
ら

返
済
が
滞
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
返
済
の
た
め
に
別
の

消
費
者
金
融
か
ら
借
金
を
重
ね
る

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
自
転
車
操
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
多
重
債
務
者
が
、

少
な
く
見
積
も
っ
て
1
5
0
万
人

か
ら
2
0
0
万
人
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
因
は
金
利
の
高
さ
に
あ

り
ま
す
。
現
在
、
普
通
預
金
金
利

は
0.
0
0
1
％
で
す
。
銀
行
に

1
0
0
万
円
預
け
て
1
年
後
10
円
、

税
引
き
後
8
円
の
利
息
が
付
く
状

態
で
す
。
一
方
、
消
費
者
金
融
の

金
利
は
25
〜
29
.
2
％（
こ
れ
以
上

の
金
利
は
刑
事
罰
の
対
象
）
が
主

流
で
す
。
例
え
ば
、
年
利
29
.
2

％
で
1
0
0
万
円
を
借
り
て
3
年

で
完
済
す
る
場
合
、
毎
月
の
返
済

額
は
約
4
万
2
千
円
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
3
年
間
の
総
支
払
額
は
約

1
5
1
万
円
で
す
。

　
い
か
に
消
費
者
金
融
の
金
利
が

高
い
か
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
手
取
り
20
万
円
で
5
、

6
万
円
の
家
賃
の
部
屋
に
住
み
、

生
活
費
に
10
万
円
か
か
っ
て
い
る

と
い
う
ご
く
普
通
の
単
身
生
活
者

の
家
計
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
返
済
額
は
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態

で
す
。
想
定
外
の
出
来
事
が
起
き

た
ら
、
た
ち
ま
ち
多
重
債
務
者
へ

の
道
を
突
き
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
般
的
に
毎
月
の
返
済
額
が

収
入
の
2
割
を
超
え
る
と
要
注
意

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
重
債
務
者
を
ね
ら
っ
て
「
債

務
を
一
本
化
」「
金
利
も
有
利
」

と
高
額
の
返
済
資
金
を
融
資
す
る

「
お
ま
と
め
ロ
ー
ン
」
を
提
案
し

て
く
る
金
融
業
者
も
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
は
払
い
過
ぎ
た
金
利
分

（
金
利
20
％
以
上
は
払
い
過
ぎ
）

が
不
透
明
に
な
り
、
問
題
の
多
い

も
の
で
す
。
返
済
に
困
っ
た
ら
早

期
に
法
律
専
門
家
に
相
談
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
安
心
安
全
課
消
費
生
活
相
談
窓

口〔
東
庁
舎
〕�
71
�
2
3
6
0

菩提寺地域～ＪＲ石部駅間で実証
運行を行っています��
　多くの市民の皆さんからご要望のあった
菩提寺地域～ＪＲ石部駅間において、その
利用者数や所要時間を検証するため、実証
運行（試験運行）を行っています。ぜひ、ご
利用ください。�
■運行期間・時間�
　3月31日まで（平日のみ）
　午前9時～午後5時（7便）
※運行ダイヤおよび運行ルートは、湖南市
ホームページまたは各回数券販売窓口で
配布している時刻表をご覧ください。
■問い合わせ先
　安心安全課交通対策担当〔東庁舎〕
　�71�2311



○
12
月
22
日
（
木
）
大
雪
　
大
停
電
。

甲
賀
病
院
は
非
常
電
源
に
切
り
替
わ

る
。
９
時
開
催
予
定
の
甲
賀
広
域
行

政
組
合
議
会
は
30
分
繰
り
下
げ
。
12

時
半
、
新
幹
線
に
関
す
る
県
の
説
明

を
聞
く
が
納
得
で
き
な
い
内
容
。
14

時
、
広
域
行
政
組
合
予
算
査
定
。
15

時
、
甲
賀
病
院
組
合
管
理
者
会
議
。

雪
の
下
か
ら
車
を
掘
り
出
し
21
時
帰

宅
。

○
25
日
（
日
）
晴
　
11
時
半
、
東
海

道
新
幹
線
新
駅
工
事
協
定
書
交
換
式

（
草
津
市
）
に
出
席
。
大
津
市
や
甲

賀
市
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い

中
で
の
交
換
式
出
席
に
難
色
を
示
し

て
き
た
が
、
大
局
的
判
断
か
ら
出
席

し
、
「
県
南
部
地
域
の
経
済
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
利
用
し
や
す
い

駅
に
す
る
た
め
の
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
強
く
求
め
る
」
と
コ
メ
ン
ト

す
る
。

○
28
日
（
水
）
雪
曇
　
９
時
半
、
行

政
改
革
推
進
本
部
。
行
政
改
革
実
施

プ
ラ
ン
案
に
つ
い
て
３
時
間
に
わ
た

る
活
発
な
議
論
。
16
時
仕
事
納
め
式
。

21
時
半
か
ら
三
雲
、
吉
永
、
柑
子
袋
、

阿
星
、
石
部
、
菩
提
寺
、
正
福
寺
、

岩
根
東
、
下
田
、
朝
国
と
消
防
歳
末

警
戒
の
激
励
を
行
い
、
２
時
帰
宅
。

○
１
月
２
日
（
月
）
曇
小
雨
　
下
村

博
幸
前
土
山
町
長
が
事
故
で
重
体
と

の
報
に
、
21
時
20
分
、
甲
賀
病
院
に

駆
け
つ
け
る
が
残
念
な
が
ら
逝
去
さ

れ
る
。

○
３
日
（
火
）
曇
　
強
風
。
10
時
、

第
１
回
湖
南
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン（
野

洲
川
親
水
公
園
）。

○
４
日
（
水
）
曇
晴
　
８
時
半
、
仕

事
始
め
式
。
９
時
45
分
、
部
課
長
会

議
。
11
時
、
県
庁
あ
い
さ
つ
回
り
。

14
時
、
滋
賀
経
済
団
体
連
合
会
新
年

賀
詞
交
換
会（
大
津
市
）。
19
時
、
故

下
村
博
幸
氏
通
夜
式
。

○
５
日
（
木
）
晴
　
13
時
半
、
東
海

道
新
幹
線
新
駅
設
置
促
進
協
議
会
総

会（
草
津
市
）。
「
大
津
市
や
甲
賀
市

の
問
題
が
解
決
し
な
い
ま
ま
、
ダ
ブ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
進
む
こ
と
は
問

題
。
ま
た
、
年
次
負
担
額
を
一
方
的

に
決
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
ア

ク
セ
ス
整
備
は
県
が
責
任
を
持
つ
べ

き
」
と
県
の
説
明
責
任
を
求
め
、
國

松
善
次
知
事
は
「
精
一
杯
努
力
す
る
」

と
答
え
る
。
16
時
半
、
甲
賀
病
院
仕

事
始
め
式
。
19
時
半
帰
宅
。

○
８
日
（
日
）
雪
曇
　
８
時
半
、
消

防
出
初
式
。
11
時
半
、
消
防
礼
服
の

ま
ま
湖
南
市
成
人
式
に
出
席
し
、
式

辞
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ
に
触

れ
る
。

○
13
日
（
金
）
曇
　
障
害
者
自
立
支

援
サ
ミ
ッ
ト（
大
阪
市
）に
出
席
。
22

時
半
帰
宅
。
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国
民
年
金
�

国
民
年
金
�か
ら
の
�お
�知
�ら
�せ
�

���口
座
振
替
の
前
納
手
続
き
は

2
月
末
ま
で
に
！

　
�

　
国
民
年
金
保
険
料
を
、
口
座
振

替
で
ま
と
め
て
納
付（
前
納
）す
る

と
、
保
険
料
が
割
引
に
な
り
大
変

お
得
で
す
。

　
4
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
、
1
年
前
納（
1
年

分
ま
と
め
て
納
付
）や
6
カ
月
前

納（
半
年
分
ま
と
め
て
納
付
）を
希

望
す
る
場
合
は
、
2
月
末
ま
で
に

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
、

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
口
座
振
替（
月
々
払
い
）

を
利
用
し
て
い
る
人
が
、
1
年

前
納
や
6
カ
月
前
納
を
希
望
す

る
場
合
も
変
更
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
参
考
】

　
口
座
振
替
を
利
用
し
た
場
合
の

保
険
料
額（
平
成
17
年
度
）

①
1
年
前
納
…
4
月
か
ら
翌
年
3

月
ま
で
の
保
険
料
を
4
月
末
に

振
替
。

　
〈
保
険
料
額
〉
1
5
9,
5
4
0
円

【
割
引
額
】
3,
4
2
0
円

②
6
カ
月
前
納
…
4
月
か
ら
9
月

ま
で
の
保
険
料
を
4
月
末
に
振

替
。
ま
た
は
9
月
か
ら
翌
年
3

月
ま
で
の
保
険
料
を
10
月
末
に

振
替
。

　
〈
保
険
料
額
〉
8
0,
5
5
0
円

【
割
引
額
】
9
3
0
円

③
早
割
制
度
…
毎
月
の
保
険
料
を

当
月
末
に
振
替
。

　
〈
保
険
料
額
〉
1
3,
5
4
0
円

【
割
引
額
】
40
円

④
翌
月
振
替
…
毎
月
の
保
険
料
を

翌
月
末
に
振
替
。
納
付
期
限
日

の
た
め
、
割
引
な
し
。

　
〈
保
険
料
額
〉
　
1
3,
5
8
0
円

�社
会
保
険
事
務
所
で
は
年
金

相
談
の
時
間
を
延
長
し
て
い

ま
す

�■
平
日
時
間
延
長
日（
午
後
7
時

ま
で
）

　
2
月
6
日（
月
）・
13
日（
月
）・

20
日（
月
）・
27
日（
月
）

■
休
日
開
庁
実
施
日（
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
4
時
）

　
2
月
11
日（
祝
）
�

�○
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ

と
は

　
草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課
　
�

�
0
7
7
�
5
6
7
�
2
2
2
0

○
年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
関
す

る
こ
と
は

　
草
津
社
会
保
険
事
務
所
年
金
給

付
課
　
　
　
　
�

�
0
7
7
�
5
6
7
�
1
3
1
1

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

・
年
金
請
求
な
ど
の
相
談
　
　
　

�
0
5
7
0
�
0
5
�
1
1
6
5

・
年
金
受
給
者
の
相
談
　
　
　
　

�
0
5
7
0
�
0
7
�
1
1
6
5

��

�
ご利用ください！�　　　　　　　 1日社会保険相談所　�
　国民年金・厚生年金の加入期間の確認や、年金
見込額の試算、年金裁定請求の受付などのほかに、
国民年金保険料の納付相談も行っています。

2月8日（水）・22日（水）
■相談時間　午前10時～午後4時
■場所　水口社会福祉センター
※予約制となっています。相談を希望する人は、相談日の1週間前
までに草津社会保険事務所年金給付課にお申し込みください。

問
い
合
わ
せ
先
�
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�

　
平
成
18
年
の
新
春
を
飾
る
恒
例
の

湖
南
市
消
防
出
初
式
が
1
月
8
日
、

消
防
団
、
湖
南
中
央
消
防
署
な
ら
び

に
ふ
る
さ
と
防
災
チ
ー
ム
と
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
消
防

団
活
動
に
尽
力
し
た
退
団
者
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
る
と
と
も
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
�

　
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
退
団
者
の
皆

さ
ん
と
表
彰
を
受
け
た
団
員
の
皆
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。
�

�

滋
賀
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
／

退
職
者

○
15
〜
30
年
勤
続
感
謝
状

　
元
分
団
長
　
　
　
　
川
中
　
元
藏

　
元
班
長
　
　
　
　
　
小
林
　
重
一

　
　
〃
　
　
　
　
故
 
吉
川
　
正
司

　
　
〃
　
　
　
　
故
 
神
守
　
義
裕

　
元
団
員
　
　
　
　
　
田
頭
　
康
弘

○
５
〜
15
年
勤
続
感
謝
状

　
元
分
団
長
　
　
　
　
伊
地
智
幸
雄

　
〃
　
　
　
　
　
　
山
中
　
隆
之

元
副
分
団
長
　
　
　
喜
多
　
正
明

元
部
長
　
　
　
　
　
東
峰
　
一
馬

　
〃
　
　
　
　
　
　
角
田
　
　
正

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
細
本
　
　
篤

　
〃
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
陽
一

元
班
長
　
　
　
　
　
青
木
　
秀
和

　
〃
　
　
　
　
　
　
伴
　
　
克
彦

元
団
員
　
　
　
　
　
久
岡
　
和
也

　
〃
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
伸
浩

　
〃
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
勇
次

　
〃
　
　
　
　
　
　
園
　
　
武
司

　
〃
　
　
　
　
　
　
北
村
　
栄
一

�日
本
消
防
協
会
長
表
彰
�

○
精
績
章

分
団
長
　
　
　
　
　
山
本
　
直
治

○
勤
続
章

分
団
長
 
 
 
　
　
山
本
　
直
治

�滋
賀
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長
 
 
　
　
　
内
貴
　
和
彦

○
勤
続
功
労
章

副
分
団
長
 
 
　
　
井
上
幸
太
郎

部
　
長
　
　
　
　
　
井
上
　
誠
次

班
　
長
　
　
　
　
　
井
上
　
義
久

団
　
員
　
　
　
　
　
山
元
　
実
男

�滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰
 
�

○
功
績
章

副
分
団
長
　
　
　
　
吉
川
　
信
次

班
　
長
　
　
　
　
　
井
上
　
義
久

○
勤
功
章

班
　
長
　
　
　
　
　
加
藤
美
津
雄

団
　
員
　
　
　
　
　
武
田
　
一
男

　
〃
　
　
　
　
　
　
武
田
　
康
伸

　
〃
　
　
　
　
　
　
香
川
　
祐
司

　
〃
　
　
　
　
　
　
武
田
　
義
浩

○
20
年
勤
続
表
彰

　
副
分
団
長
　
　
　
　
井
上
幸
太
郎

　
部
　
長
　
　
　
　
　
井
上
　
誠
次

　
班
　
長
　
　
　
　
　
井
上
　
義
久

　
団
　
員
　
　
　
　
　
山
元
　
実
男

�市
長
表
彰
 
�

○
15
年
勤
続
表
彰

　
分
団
長
　
　
　
　
　
林
　
　
　
治

　
部
　
長
　
　
　
　
　
奥
村
　
長
光

　
団
　
員
　
　
　
　
　
安
田
　
浩
一

　
〃
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
豊
和

　
〃
　
　
　
　
　
　
山
川
　
　
修

○
市
長
特
別
表
彰（
滋
賀
県
消
防
操
法
�

　
訓
練
大
会
出
場
）

　
団
　
員
　
　
　
　
　
太
田
　
勝
政

　
〃
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
潤

　
〃
　
　
　
　
　
　
秋
岡
　
昭
樹

　
〃
　
　
　
　
　
　
蘆
田
　
英
幸

�滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰
 
�

○
10
年
勤
続
表
彰

部
　
長
　
　
　
　
　
今
村
　
成
生

班
　
長
　
　
　
　
　
中
川
　
義
治

　
〃
　
　
　
　
　
　
井
藤
　
宏
明

　
〃
　
　
　
　
　
　
青
木
　
信
行

団
　
員
　
　
　
　
　
長
谷
　
仁
稔

　
〃
　
　
　
　
　
　
川
中
　
邦
年

　
〃
　
　
　
　
　
　
徳
山
　
貴
弘

　
〃
　
　
　
　
　
　
千
代
　
　
徹

　
〃
　
　
　
　
　
　
小
島
　
達
哉

　
〃
　
　
　
　
　
　
林
　
　
茂
浩

　
〃
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
　
栄

　
〃
　
　
　
　
　
　
園
　
　
常
和

　
〃
　
　
　
　
　
　
山
元
　
昭
浩

　
〃
　
　
　
　
　
　
北
村
　
雅
之

○
精
励
章（
銀
章
）

団
　
員
　
　
　
　
　
山
元
　
博
之

○
精
励
章（
銅
章
）

団
　
員
　
　
　
　
　
金
谷
　
伸
彦

　
〃
　
　
　
　
　
　
野
瀬
　
宗
彦

　
〃
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
増
也

　
〃
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
真
人

　
〃
　
　
　
　
　
　
寺
嶋
　
　
勉

　
〃
　
　
　
　
　
　
園
田
　
孝
志

　
〃
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
淳

　
〃
　
　
　
　
　
　
山
元
　
達
俊

　
〃
　
　
　
　
　
　
喜
多
　
　
朗

　
〃
　
　
　
　
　
　
上
西
　
豊
臣

　
〃
　
　
　
　
　
　
村
松
　
　
彰

　
〃
　
　
　
　
　
　
西
尾
　
寿
則

　
〃
　
　
　
　
　
　
伊
勢
谷
清
吾

�
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰
�

○
功
績
章

班
　
長
　
　
　
　
　
井
上
　
　
太

団
　
員
　
　
　
　
　
竹
内
　
弘
道

　
〃
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
豊
和

　
〃
　
　
　
　
　
　
山
川
　
　
修

　
〃
　
　
　
　
　
　
宇
佐
美
　
崇

○
５
年
勤
続
表
彰

団
　
員
　
　
　
　
　
秋
岡
　
昭
樹

　
〃
　
　
　
　
　
　
金
谷
　
伸
彦

　
〃
　
　
　
　
　
　
山
本
　
茂
雄

　
〃
　
　
　
　
　
　
黄
瀬
　
　
満

　
〃
　
　
　
　
　
　
北
岩
　
孝
之

　
〃
　
　
　
　
　
　
野
瀬
　
宗
彦

　
〃
　
　
　
　
　
　
西
岡
　
広
昌

　
〃
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
増
也

　
〃
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
正
一

　
〃
　
　
　
　
　
　
宮
島
　
文
博

　
〃
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
真
人

　
〃
　
　
　
　
　
　
寺
嶋
　
　
勉

　
〃
　
　
　
　
　
　
園
田
　
孝
志

　
〃
　
　
　
　
　
　
米
津
　
知
揮

　
〃
　
　
　
　
　
　
青
木
　
　
明

　
〃
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
恭
弘

　

〃
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
政
則

　

〃
　
　
　
　
　
　
山
元
　
達
俊

　

〃
　
　
　
　
　
　
細
本
　
　
智

　
〃
　
　
　
　
　
　
喜
多
　
博
一

　

〃
　
　
　
　
　
　
吹
元
　
尚
文

　

〃
　
　
　
　
　
　
西
尾
　
寿
則

　

〃
　
　
　
　
　
　
中
井
　
孝
至

　

〃
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
浩
司

　

〃
　
　
　
　
　
　
山
元
　
博
之

　

〃
　
　
　
　
　
　
大
濱
志
津
雄

　

〃
　
　
　
　
　
　
山
本
　
正
良

�団
長
表
彰
�

○
３
年
勤
続
表
彰

団
　
員
　
　
　
　
　
松
原
　
寿
来

　
〃
　
　
　
　
　
　
林
　
　
典
王

　
〃
　
　
　
　
　
　
中
島
　
　
豊

　
〃
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
宗
宏

　
〃
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
亮

　
〃
　
　
　
　
　
　
中
野
　
一
也

　
〃
　
　
　
　
　
　
廣
嶋
　
紀
長

　
〃
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
秀
樹

　
〃
　
　
　
　
　
　
木
田
　
保
雄

　
〃
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
治
彦

　
〃
　
　
　
　
　
　
木
田
　
一
弥

　
〃
　
　
　
　
　
　
喜
多
　
昭
文

　
〃
　
　
　
　
　
　
谷
村
　
護
郎

　
〃
　
　
　
　
　
　
紀
平
　
正
人

　
〃
　
　
　
　
　
　
村
松
　
　
彰

　
〃
　
　
　
　
　
　
松
原
　
慎
二

　
〃
　
　
　
　
　
　
松
林
　
利
光

　
〃
　
　
　
　
　
　
伊
勢
谷
清
吾

　
〃
　
　
　
　
　
　
黄
之
瀬
　
豊

　
〃
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
孝
治

　
〃
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
政
行
�



わ
た
し
が
は
じ
め
る
人
権
教
育
�

じ
ん
　
　け
ん
　
き
ょ
う
　
い
く
�

�⑧
２
月
１８
日（
土
）
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

　
石
部
文
化
ホ
ー
ル
�

「
食
事
・
読
書
を
通
し
て
子
育
て

を
」
�

　
岡
崎
義
子
さ
ん
（
高
槻
市
・
ピ

ッ
コ
ロ
保
育
園
理
事
）
�

　
「
朝
ご
は
ん
を
毎
日
食
べ
て
い

ま
す
か
」「
子
ど
も
と
”絵
本
の

読
み
聞
か
せ
“の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
か
」「
子
ど
も
の
顔

を
見
て
お
話
し
し
て
い
ま
す
か
」

…
そ
ん
な
問
い
か
け
を
し
な
が

ら
、
食
事
・
読
書
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
�

※
「
湖
南
市
子
育
て
支
援
特
別
講

演
会
」
と
の
共
催
で
す
。
�

☆
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
�

☆
手
話
通
訳
・
託
児
サ
ー
ビ
ス（
先

着
20
人
）が
あ
り
ま
す
。
各
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
な
人
は
、
2
月

14
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。�

�

　
　
　
　
　が
つ
　
　
に
ち
　
　
ど
�

　
　
　
ご
　
ご
　
　
　
　じ
　
　
　
ぷ
ん
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ぷ
ん
�

　
　
い
し
　
べ
　
ぶ
ん
　か
　
�

　
し
ょ
く
じ
　
　
　
ど
く
し
ょ
　
　
と
お
　
　
　
　
　
こ
　
そ
だ
�

�　
　
お
か
ざ
き
よ
し
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
た
か
つ
き
　
し
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　い
く
え
ん
　り
　
じ
�

　
　
　
　
あ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
に
ち
　
た
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　ほ
ん
�

　
　
　
よ
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
か
ん
　
　
　
も
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　

か
お
�

　
　
　

　
み
　
　
　
　
　は
な
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
�

　
　
　
　
　
　
し
ょ
く
じ
　
　
　
ど
く
し
ょ
　
　
た
い
せ
つ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
っ
し
ょ
　
　か
ん
が
�

�　
　
　
　
こ
　
な
ん
　
し
　
こ
　
そ
だ
　
　
　
し
　え
ん
と
く
べ
つ
こ
う
�

　
　
え
ん
か
い
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
さ
い
　
　
�

　
　　
さ
ん
か

も
う
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
ふ
　よ
う
�

　
　
し
ゅ
わ
　つ
う
や
く
　
　
た
く
　じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
�

　
　
ち
ゃ
く
　
　
に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
つ
よ
う
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
が
つ

　
　
　
　
　
　
　か
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
　
　
　
こ
�

　
　
　
�

　
　
�

�

人
権
教
育
課〔
西
庁
舎
〕�
77
�
7
0
3
6
　
�
77
�
4
1
0
1

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く
か
　
　
に
し
ち
ょ
う
し
ゃ
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

も
う
�

こ
�

と
�

あ
�

さ
き
�

Konan  2006.213

場所�
ば　しょ�

内容�
ない　よう�

◆発表広場（ホール）�
�中学生による人権劇�
�小・中学生による人権作文発表�
�外国の民族舞踊発表�
�地域の活動発表（「人権まちづ
くり懇談会」の取り組みから）�
�「狭山事件」について考える（ビ
デオなどを用いて）�
◆体験・ふれあい広場（ロビー）�
�高齢者・妊婦疑似体験（体験グ

ッズを用いて）�
�いろんな国の料理コーナー（販
売）�
�市内共同作業所の作品展示と物
品販売�
�人権ポスター、人権啓発パネル
展示�
※ステージ発表には手話通訳があ
ります。�
■主催　湖南市人権・同和教育推
進協議会、湖南市教育委員会�
■事務局　人権教育課〔西庁舎〕�
　�77�7036　�77�4101

人権まちづくりのつどい�
～みんなで支え合うまちづくりをめざして～�

�2月4日（土）　午後1時30分～3時（受付：午後1時～）�
�

�
石部文化ホール�

入場�

無料�

�

にゅう
じょう

�

む　　
りょう

�

　　　はっぴょうひろ　ば�

　　ちゅうがくせい　　　　　　　　じん けん げき�

　　しょう　　ちゅうがくせい　　　　　　　　じん けん さく ぶんはっぴょう�

　　 がい こく　　　みん ぞく　ぶ　ようはっぴょう�

　　　ち　いき　　　かつ どう はっぴょう　　　じん けん�

　　　　　　　 こんだん かい　　　　　 と　　　　く�

　　　　　さ やま　じ　けん　　　　　　　　　　　 がんが�

　　　　　　　　　　　　　　 もち�

　　　たい けん　　　　　　　　　　　　ひろ　ば�

　　　こう れい しゃ　　　にん　ぷ　　ぎ　　じ　たい けん　　たい けん�

　　　　　　　　　　もち�

　　　　　　　　　　　　 くに　　　りょう り　　　　　　　　　　　　はん

ばい�

　　　し　ないきょうどう　さ ぎょうしょ　　　さく ひんてん　じ　　　ぶっ

　ぴん はん ばい�

　　　じん けん　　　　　　　　　　　　じん　けん けい はつ�

　　　てん　じ�

　　　　　　　　　　　　はっぴょう　　　　　しゅ　わ　つう やく�

�

　　 しゅ さい　　　こ なん　し　じん けん　　　どう　わ きょういく すい�

　　　しんきょうぎ　かい　　　 こ　なん　し きょういく　い　いん かい�

　　　じ　 む きょく　　じん　けんきょういく　か　　 にしちょうしゃ�

じん　　けん�

ささ　　　あ�

がつ　　　 か　　　ど� ご　ご　　じ　　　ぷん　　　　じ　　うけつけ　　 ご　ご　　じ�

いし　べ　ぶん　か�

学
ぶ
こ
と
、知
る
こ
と
の
大
切
さ�
�

ま
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い

せ
つ
�

し
ん
し
ゅ
ん
じ
ん
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
つ
　
　
　
か
　
　
　
　
　
お
�

〜
新
春
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム（
１
月
８
日
）を
終
え
て�

�

　
新
春
人
権
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
１
月
８
日
、（
財
）

反
差
別
・
人
権
研
究
所

み
え
の
主
任
研
究
員
・
松
村
智
広
さ

ん
を
招
い
て
共
同
福
祉
施
設
で
開
催

し
ま
し
た
。�

�

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
師
の
松
村
さ
ん

は
全
国
各
地
で
講
演
を
は
じ
め
と

し
た
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。「
人
権
啓
発
活
動
に

よ
っ
て
人
は
変
わ
る
」
と
題
し
て
具

体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
軽
妙
か

つ
パ
ワ
フ
ル
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

  

足
の
不
自
由
な
松
村
さ
ん
は
町
に

よ
っ
て
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
対
応
が

違
う
と
い
う
自
ら
の
体
験
に
基
づ
く

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
降
車
に
ど
う

し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
松

村
さ
ん
に
、あ
る
町
で
は
め
ん
ど
く

さ
そ
う
に
対
応
さ
れ
ま
し
た
が
、あ

る
町
で
は
大
変
丁
寧
に
対
応
し
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
後

者
の
町
で
は
街
中
い
た
る
と
こ
ろ
に

人
権
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、人
権
を
尊
重
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
、

と
い
う
話
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

　
そ
の
う
え
で
「
た
と
え
ポ
ス
タ
ー

１
枚
と
い
え
ど
、ど
ん
な
形
で
あ
れ
、

や
は
り
人
権
啓
発
活
動
は
継
続
的

に
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。�

  

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

ら
れ
な
が
ら
、「
差
別
を
し
て
し
ま
っ

た
と
き
、そ
れ
を
悔
や
ん
だ
り
、そ
の

行
為
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、省
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら

差
別
を
な
く
す『
行
動
者
』に
な
ろ

う
」
と
熱
く
呼
び
か
け
ら
れ
、参
加

者
た
ち
の
共
感
を
得
て
い
ま
し
た
。�

【
参
加
者
か
ら
の
感
想
】  �

・
ま
だ
ま
だ
あ
る
差
別
の
現
実
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。市
に
お
い
て
も
、

も
っ
と
積
極
的
に
人
権
啓
発
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

・
松
村
さ
ん
の
お
話
は
す
ご
く
分
か

り
や
す
か
っ
た
。
参
加
者
が
少
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
ま
た
松

村
さ
ん
の
講
演
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ

聴
き
た
い
で
す
。�

・
講
演
後
に
行
わ
れ
た
講
師
を
交

え
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
有
意
義
で
、

今
後
人
権
の
こ
と
を
考
え
て
い
く

う
え
で
、参
考
に
な
り
ま
し
た
。�
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今
年
度
も
あ
と
2
カ
月
。
学
校

で
は
、
ク
ラ
ス
や
学
年
で
、
仲
間

づ
く
り
の
最
後
の
仕
上
げ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
Ｒ
Ｇ
Ｈ
の
「
Ｈ
…
人

間
関
係
づ
く
り
」
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関
係

の
希
薄
化
や
少
子
化
な
ど
を
反
映

し
て
、
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
友
達

が
作
れ
る
の
か
、
そ
の
方
法
を
知

ら
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

人
間
関
係
づ
く
り
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
、
不
安
感
か
ら
自
分
の
持

っ
て
い
る
力
を
十
分
に
出
し
き
れ

な
い
状
況
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
学
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
に
人
間

関
係
づ
く
り
の
力
を
つ
け
、
自
信

を
取
り
戻
さ
せ
る
た
め
に
「
エ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
」
と
は
元

来
、「
出
会
い
」
と
い
う
意
味
で
、

出
会
い
を
通
し
て
人
と
の
か
か
わ

り
方
を
学
び
、
人
を
思
い
や
る
感

情
を
育
て
る
、
い
わ
ゆ
る
対
人
関

係
を
う
ま
く
結
べ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
一
方
法
で
す
。
ゲ
ー
ム
的

な
要
素
を
取
り
入
れ
た
「
エ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
」
の
体
験
に
よ
っ
て
自

信
が
生
ま
れ
る
と
、
自
分
の
こ
と

が
大
切
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
こ
と
が
大
切
に
思
え

る
と
、
他
人
の
存
在
も
大
切
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
「
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
」
の
活
動
事
例
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
�

　
石
部
南
小
学
校
で
は
1
・
2
年

生
で
「
ほ
め
ほ
め
じ
ゃ
ん
け
ん
」、

3
・
4
年
生
で
「
よ
い
と
こ
ろ
ビ

ン
ゴ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
ほ
め
ほ
め
じ
ゃ
ん
け
ん
」
は
、

①
握
手
②
じ
ゃ
ん
け
ん
③
交
互
に

相
手
の
よ
い
と
こ
ろ
を
伝
え
る
④

握
手
を
し
て
別
れ
る
、
と
い
う
流

れ
で
行
わ
れ
ま
す
。
活
動
終
了
後
、

2
年
生
の
児
童
た
ち
は
「
友
達
が

う
れ
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
た
」

「
自
分
が
こ
ん
な
に
友
達
に
気
に

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
初
め
て
だ

っ
た
か
ら
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど

と
、
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。
　

　
「
よ
い
と
こ
ろ
ビ
ン
ゴ
」
は
、

友
達
か
ら
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
カ

ー
ド
に
書
い
て
完
成
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
自
分
自
身
、
気
が
つ
い
て

い
な
い
自
分
の
よ
さ
を
友
達
に
教

え
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
、
自
信

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
前
向
き
な

気
持
ち
を
口
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
人
間
関
係
づ
く
り
の
基

本
は
「
聴
く
」
こ
と
で
す
。
自
分

の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聴
い
て
も
ら
え

る
心
地
よ
さ
を
体
験
す
る
と
、
人

の
話
も
聴
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

三
雲
小
学
校
で
は
「
そ
う
だ
ね
ゲ

ー
ム
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
最
初
に
先
生
が
、
友
達
の
話
を

聴
く
に
は
相
手
を
受
け
入
れ
る
相

づ
ち
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
相
づ

ち
に
は
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
が
あ

る
こ
と
を
話
し
ま
す
。
次
に
、
2

人
で
ペ
ア
を
組
ん
で
、
一
方
の
子

が
教
室
に
あ
る
も
の
を
差
し
て
、「
あ

れ
は
○
○
だ
ね
」
と
言
い
ま
す
。

も
う
一
方
の
子
は
「
そ
う
だ
ね
」

と
答
え
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
言
い

ま
せ
ん
。
互
い
に
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
話
し
か
け
る
よ
う
に
し
ま

す
。
何
回
か
繰
り
返
し
た
あ
と
、

一
方
の
子
が
「
わ
た
し
の
得
意
な

こ
と
は
○
○
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

も
う
一
方
の
子
は
「
そ
う
だ
ね
」

と
答
え
ま
す
。
そ
の
と
き
、
「
う

な
ず
く
」「
笑
顔
で
に
こ
や
か
に
」

「
相
手
の
顔
を
見
て
」
な
ど
、
表

情
や
動
作
に
自
分
な
り
の
工
夫
を

入
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
何
度
か

繰
り
返
し
た
あ
と
、
最
後
に
「
普

段
ど
の
よ
う
な
聴
き
方
を
し
て
い

る
か
、
注
意
し
て
生
活
し
て
み
ま

し
ょ
う
」
と
先
生
が
投
げ
か
け
ま

す
。
こ
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
「
エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人
が

家
庭
の
中
で
子
ど
も
に
接
す
る
と

き
の
コ
ツ
も
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
紹
介
し
た
活
動
か
ら
、「
ほ

め
て
育
て
る
こ
と
」「
子
ど
も
の

話
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
る
こ
と
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
人
間
と
し
て
、
人
と
接
す
る

と
き
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら

は
ぐ
く
む
こ
と
、
言
い
聞
か
せ
る

の
で
は
な
く
大
人
が
身
を
も
っ
て

示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
教
育
課
教
育
指
導
担
当〔
西

庁
舎
〕
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市
民
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
で
１
月

８
日
、
湖
南
市
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

約
６
３
０
人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
は
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
「
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
」
で
ス
タ
ー
ト
。
ビ
デ

オ
に
登
場
す
る
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
場
内
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
谷
畑
市
長
の
式
辞
、
来
賓
の
紹
介

の
あ
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
武
藤

あ
ゆ
み
さ
ん
が
「
夢
と
希
望
を
胸
に

一
人
の
大
人
と
し
て
力
強
く
生
き
て

い
き
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
新
成
人
た
ち
は
終
了
後
も
再
会
し

た
友
人
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
三
雲
の
立
志
神
社
で
１
月
13
日
、

行
祭（
お
こ
な
い
さ
い
）が
催
さ
れ
、

氏
子
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
古
く
か
ら
神
社
に

伝
わ
る
伝
統
行
事
の
一
つ
で
、
そ
の

年
の
五
穀
豊
穣
と
町
内
安
全
を
祈
願

す
る
も
の
。

　
こ
の
日
は
正
午
過
ぎ
に
本
殿
に
お

い
て
初
湯
立
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
氏
子
た
ち
が
楕
円

形
の
鏡
餅
を
く
く
り
つ
け
た
松
の
木

を
担
ぎ
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
「
栄

豊
、
恵
豊
」
と
大
声
で
唱
え
な
が
ら

町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
�

まちのわだい�
湖南市ホームページで�
も紹介しています。�

晴
れ
や
か
に
成
人
の
仲
間
入
り
�

　
　
●
湖
南
市
成
人
式
�

　
菩
提
寺
区
で
１
月
２
日
、
恒
例
の

新
春
登
山
が
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
の
区
民
約
50
人
が
地
元

の
龍
王
山（
通
称
‥
菩
提
寺
山
）
に

登
り
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
区
民
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
残
る
自
然

を
守
り
育
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
約
20
年
前
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま

れ
、
参
加
者
た
ち
は
ワ
イ
ワ
イ
と
周

囲
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
登
り
ま

し
た
。
頂
上
で
は
、
同
所
に
ま
つ
ら

れ
て
い
る
龍
王
神
社
で
新
年
を
祝
う

と
と
も
に
、
一
年
の
地
域
の
繁
栄
を

祈
り
ま
し
た
。

区
民
の
交
流
と
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
�

　
　
●
菩
提
寺
区
民
新
春
登
山
�

健
や
か
な
地
域
の
発
展
を
願
っ
て
�

　
　
●
立
志
神
社
で
行
祭
�

　
菩
提
寺
幼
稚
園
で
１
月
13
日
、
箏

曲
家
・
麻
植
美
弥
子
さ
ん
を
招
い
て

「
お
琴
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
催
さ
れ
、

園
児
た
ち
が
和
の
調
べ
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　
琴
を
見
る
の
も
聞
く
の
も
初
め
て

と
い
う
子
が
多
く
、
最
初
に
麻
植
さ

ん
が
「
六
段
の
調
」
な
ど
の
名
曲
を

披
露
す
る
と
、
一
様
に
感
激
し
た
面

持
ち
に
。
続
い
て
、
な
じ
み
の
あ
る

「
森
の
く
ま
さ
ん
」
や
「
雪
」
が
演

奏
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
元

気
い
っ
ぱ
い
に
歌
声
を
響
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
後
は
「
お
琴
体
験
」。

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
小
さ
な
指
で
弦

を
つ
ま
び
い
て
い
ま
し
た
。

琴
の
音
色
に
歌
声
合
わ
せ
�

　
　
●
菩
提
寺
幼
稚
園
で
「
お
琴
コ
ン
サ
ー
ト
」
�
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た
て
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○日時･･･第３土曜日　午後７時～９時�
○会場･･･総合体育館�
○種目…卓球、バドミントン、パドルテニス、�
　バスケットボール、キンボールなど　�
★太極拳の体験もできます。�
　今月は18日です。皆さんの参加をお待ちし
ています。�
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◇
第
1
回
市
民
駅
伝
大
会
�

■
日
時
　
2
月
5
日（
日
）�

　
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
会
場
　
野
洲
川
親
水
公
園
�

◇
卓
球
グ
ラ
ン
プ
リ
�

■
日
時
　
2
月
19
日（
日
）�

　
午
前
9
時
〜
�

■
会
場
　
総
合
体
育
館
�

��　
湖
南
市
体
育
協
会
�

�
71
�
3
3
0
6
�

�
72
�
7
1
1
7

◇
第
5
回
「
キ
ン
ボ
ー
ル
in
コ
ナ

ン
」
大
会
�

■
日
時
　
2
月
12
日（
日
）�

　
午
前
9
時
〜
�

■
会
場
　
総
合
体
育
館
�

■
問
い
合
わ
せ
先
�

　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室〔
石
部
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
〕�

�
77
�
7
0
4
5
�

�
77
�
6
2
5
3

平成１７年国勢調査結果の速報値を�
公表します�
　平成17年10月1日に実施された国勢調査の速報値が総務省統
計局から公表されました。
　これによると、全国の人口総数は127,756,815人で、前回（12

年）に比べ830,972人増加し、その増加率は0.7％でした。
　滋賀県の人口総数は1,380,343人で、前回に比べ37,511人増加
し、その増加率は2.8％でした。
　湖南市の人口総数は55,318人で、前回に比べ1,578人増加し、
その増加率は2.9％でした。滋賀県内では9番目の増加率となっ
ています。また、世帯数は19,595世帯で、前回に比べ1,741世帯
増加し、その増加率は9.8％でした。滋賀県内では7番目の増加
率となっています。　
　今後、総務省統計局から確定値（平成18年10月予定）など逐
次詳細が公表されていきます。
　国勢調査へのご協力ありがとうございました。

平成１２年�

合計�

世帯数�

女�

男�

平成１７年�
（速報）� 増減数�

28,508

26,810

55,318

19,595

＋991

＋587

＋1,578

＋1,741

27,517

26,223

53,740

17,854

人
　
口
�

■問い合わせ先　�
　改革推進課政策評価・統計担当〔東庁舎〕�
　�71�2316

湖南市の人口は 55,318人（速報値）�

　
�

�　
1
月
3
日
、
野
洲
川
親
水
公
園

で
新
春
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
2
6

0
人
の
市
民
が
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
初
め
こ
そ
雪
が
ち

ら
つ
き
ま
し
た
が
、
徐
々
に
晴
れ

間
が
広
が
り
、
絶
好
の
日
和
に
。

ゴ
ー
ル
後
に
は
関
係
者
に
よ
る
き

つ
ね
う
ど
ん
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

第
1
回
�
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

元
気
に
走
り
初
め
！
�

問
い
合
わ
せ
先
�

【団体種目】　野球、サッカー、バレーボール、ソフトボール、バ
スケットボール、ビーチボール�

【個人種目】　テニス（硬式・ソフト）、卓球、ゴルフ、バドミント
ン、陸上、剣道、柔道、グラウンドゴルフ、パターゴルフ、ビー
チボール�

■資格
①本市に住民登録をしている
高校生以上の人
②市内に在勤している人
※種目により異なる場合があ
ります。
■申請手続き
　体育協会指定の登録用紙（体
育協会事務局にあります）に
必要事項を記入のうえ、提
出してください。
※野球部の登録は、2月14日（火）
までに申請してください。�

■問い合わせ先
　湖南市体育協会事務局（総合
体育館内）

　�71�3306　�72�7117

湖南市体育協会新年度部員募集�



今
月
の
納
税
な
ど�

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
�

め
に
�

　ご家庭で必要のなくなったものや欲しいも
のを交換しませんか。思い出の品を捨ててし
まうくらいなら、だれかのために役立てたい
ですね。�
◎譲ります�
　・子ども用自転車（16インチ）�
　・ペットキャリー（小型犬用）�
　・本棚（幅91㎝×高さ176㎝）�
　・犬用サークル　・エレクトーン�
　・日枝中学校体操服、セーター（LLサイズ）�
　・幼児用三輪車　�
　・水槽（60㎝×40㎝×高さ45㎝）�
◎譲ってください�
　・ベビーベッド　・ベビークーハン�
　・甲西北中学校女子制服（上着）、体育館シ
　ューズ（24㎝）�

　・通学用自転車（女子向）・ロックミシン�
※交換の交渉は、譲りたい人・譲ってほしい
人の双方で直接行っていただきます。その
際、連絡先電話番号を相手方にお伝えする
ことになりますのでご了承ください。�

■問い合わせ先�
　環境課クリーンタウン推進担当〔東庁舎〕�
　�71�2358

　リサイクルプラザは、市民の皆さんから分
別収集した缶・びん・ペットボトルや、直接（戸
別）持ち込まれた不燃ごみ・粗大ごみを、選別・
圧縮・破砕・一時保管などしてリサイクルの
ための中間処理を行う施設です。�

■印…休所日�
□印…「粗大ごみ」戸別収集日�
※「粗大ごみ」戸別収集の申込締切は、収集日の前の
週の金曜日までとなります。戸別収集を希望する
人はリサイクルプラザへ電話でお申し込みください。�
※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前9時～午後
4時です。�

・
固
定
資
産
税（
第
4
期
分
）
�

・
国
民
健
康
保
険
税（
第
10
期
分
）
�

・
保
育
料
�

・
介
護
保
険
料
�

・
住
宅
使
用
料
�

・
上
水
道
使
用
料
�

・
下
水
道
使
用
料
�

　
納
期
限
は
2
月
28
日（
火
）で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
�

　
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　
通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
の
う

え
、
取
扱
金
融
機
関（
滋
賀
銀
行
・

甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
・
び
わ
こ

銀
行
・
滋
賀
県
信
用
組
合
、
湖
東

信
用
金
庫
・
近
畿
労
働
金
庫
）
、

郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う

と
、
翌
月
以
降
か
ら
口
座
振
替
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
は
一
度
手
続

き
を
行
う
と
、
課
税
な
ど
が
な
く

な
っ
て
も
、
口
座
振
替
解
約
の
手

続
き
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
継
続
し

ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
�

○
税
務
課
�

・
市
民
税
担
当
�
71
�
2
3
1
9

・
固
定
資
産
税
担
当
�

�
71
�
2
3
2
1

・
納
税
担
当
�
71
�
2
3
2
0

�　
�

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
が
課
税
の
対
象
と
な
り
、

そ
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
毎
年
申

告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
申
告
期
限
は
1

月
末
日
で
し
た
が
、
ま
だ
お
済
み

で
な
い
人
は
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
�

■
問
い
合
わ
せ
先
�

　
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
�

　
�
71
�
2
3
2
1

　
防
衛
庁
・
自
衛
隊
で
は
、
次
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
種
目

　
自
衛
官
2
等
陸
・
海
・
空
士（
平

成
18
年
3
・
4
月
入
隊
）

■
受
験
資
格

　
満
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

　
2
月
23
日（
木
）
ま
で

■
試
験
期
日
　
2
月
25
日（
土
）

※
3
次
募
集（
試
験
は
1
月
下
旬

に
実
施
）の
状
況
に
よ
っ
て
は

4
次
募
集
を
行
わ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
滋
賀
地
方
連
絡
部
草
津

募
集
事
務
所

�
0
7
7
�
5
6
3
�
8
2
0
5

�　
�

　
平
成
18
年
度
に
学
校
給
食
用
材

料
の
納
入
を
希
望
す
る
業
者
の
登

録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

申
請
書
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
2
月
15
日（
水
）〜
24
日（
金
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
期

日
以
降
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
�

※
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
�
72
�
3
1
8
5

情
報
あ

情
報
あ
・
ら
・
か
・
る
・
と

納
税
な
ど
は
”口
座
振
替
“で
！
�

湖
南
市�

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ�

至栗東市�

甲西駅甲西駅�
体育館体育館�

甲西駅�
体育館�

岩根小�

水戸町�

下田小�

火葬場�
霊園�

にごり池�

至甲賀市�
三雲駅�

旧東海道�

市民グラウンド�
湖南市役所�
（東庁舎）�

高松町南�

国道1号�

� � 　 　1� 2� 3� 4�

5� 6� 7� 8� 9� 10� 11�

12� 13� 14� 15� 16� 17� 18�

19� 20� 21� 22� 23� 24� 25�

26� 27� 28� � � �
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学
校
給
食
用
材
料
納
入
指
�

定
業
者
の
登
録
申
請
を
受
�

け
付
け
ま
す
�

自
衛
官
募
集
（
４
次
募
集
）
�
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銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
�

開
催
の
お
知
ら
せ
�

R
e
・
B
e
ワ
ー
ク
セ
ミ
�

ナ
ー
（
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
）
�

平
成
18
・
19
年
度
公
立
甲
�

賀
病
院
組
合
の
指
名
願
を
�

受
け
付
け
ま
す
�

平
成
18
年
度
�

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

���■
提
出
様
式

○
建
設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
…
国
土
交
通
省
統

一
様
式

○
一
般（
物
品
購
入
な
ど
）…
滋
賀

県
ま
た
は
湖
南
市
に
準
じ
た
様

式
■
受
付
期
間
・
時
間
　
�

　
2
月
15
日（
水
）
ま
で
の
業
務

時
間
中（
平
日
の
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
）

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
公
立
甲
賀
病
院
管
理
課
用
度
係

　
�
62
�
0
2
3
4

※
指
名
願
提
出
要
項
は
公
立
甲
賀

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
�

　w
.kohka-hp.or.jp/

）に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
声
を
県
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
満
20

歳
以
上（
平
成
18
年
4
月
1
日

現
在
）で
、
県
政
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
人

※
国
ま
た
は
自
治
体
の
議
員
や
公

務
員
、
行
政
相
談
員
、
国
ま
た

は
自
治
体
の
モ
ニ
タ
ー
予
定
者
、

平
成
16
・
17
年
度
の
県
政
モ
ニ

タ
ー
経
験
者
は
除
き
ま
す
。

■
委
嘱
期
間
　
平
成
18
年
4
月（
委

嘱
の
日
）〜
同
20
年
3
月
31
日（
2

年
間
）

■
募
集
人
員
　
1
0
0
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
地
域
別
・

性
別
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
う

え
で
、
2
月
下
旬
に
抽
選
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
後
日
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
や
、

特
定
テ
ー
マ
へ
の
意
見
の
提
出

・
県
政
に
関
す
る
意
見
の
提
出（
随

時
・
年
間
1
回
以
上
）

・
委
嘱
式
な
ど
の
会
議
へ
の
出
席

（
任
意
）

■
応
募
方
法
　
2
月
10
日（
金
）

ま
で（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消

印
有
効
）に
所
定
の
応
募
用
紙（
ま

た
は
同
様
の
様
式
）に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
・
F
�

　
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
用
紙
請
求
・
応
募
・
問
い

合
わ
せ
先

　
滋
賀
県
広
報
課
県
民
の
声
担
当

〔
〒
5
2
0
¦
8
5
7
7（
住
所

不
要
）〕

�
0
7
7
�
5
2
8
�
3
0
4
6

�
0
7
7
�
5
2
8
�
4
8
0
4

　
E
メ
ー
ル
‥ab0001@

pref.�

　shiga.lg.jp�
�

�　
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を
お
持

ち
の
人
は
、
警
察
署
に
持
参
し
て

刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
の
交
付
を

受
け
、
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

で
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
2
月
16
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
　
大
津
合
同
庁
舎
7
Ｂ
会

議
室

■
持
参
品
　
銃
砲
刀
剣
類（
現
物
）、

警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証
、
審
査
手
数
料（
1
件

に
つ
き
6,
3
0
0
円
）、
再
交

付
手
数
料（
1
件
に
つ
き
3,
5

　
0
0
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文

化
財
保
護
課

　
�
0
7
7
�
5
2
8
�
4
6
7
2

　
�

　
出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
よ

っ
て
退
職
し
た
人
で
、
再
就
職
を

希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
再
就
職

に
必
要
な
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
2
月
16
日（
木
）・
17
日

（
金
）
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
　
共
同
福
祉
施
設（
サ
ン

ラ
イ
フ
甲
西
）
1
階
研
修
室

■
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
2
月
14
日（
火
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先
�

　（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
滋
賀
事

務
所

�
0
7
7
�
5
2
3
�
5
1
4
1

�
0
7
7
�
5
2
3
�
5
2
4
9

■
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課
労
政
担
当〔
東
庁
舎
〕�

�
71
�
2
3
3
2

　住み慣れたまちで安心して暮らし続けたいと願う
のはだれもの願いです。この当たり前の願いも、障
がいがあるために、自分の力だけでは実現できない
人たちがたくさんいます。障がいのある人もない人
も安心して働き、生活できるまちづくりについて一
緒に考えてみませんか。�

2月25日（土）　午前9時40分～12時30分
■場所　市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館
■内容
○シンポジウム
・第1部「障がい者雇用の現状と課題について」�
　（シンポジスト：市内企業数社）
・第2部「障がい者雇用推進のまちづくりに向けて」�
　（シンポジスト：当事者・支援者・市長・市障害者
就労支援検討会会長）
○湖南市障害者雇用実態調査報告
○お楽しみ抽選会（市内の作業所で作られた手作り
品などが当たります）
※手話通訳、要約筆記が必要な人は事前に事務局へ
お申し込みください。
■主催
○湖南市�
○湖南市障害者就労支援検討会　
○湖南市障害者雇用推進協議会
■問い合わせ先
○フォーラム開催実行委員会事務局　　�75�8949

○社会福祉課障害福祉担当〔東庁舎〕　　�
�71�2364　�72�3788



����■
日
時
　
２
月
13
日（
月
）・
14
日

（
火
）・
15
日（
水
）・
16
日（
木
）・

17
日（
金
）・
20
日（
月
）・
21
日

（
火
）・
22
日（
水
）・
23
日（
木
）

　
午
後
１
時
〜
５
時

■
対
象
　
55
歳
〜
68
歳
の
人

■
定
員
　
25
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
２
月
７
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

�
0
7
7
�
5
2
5
�
4
1
2
8

�
0
7
7
�
5
2
7
�
9
4
9
0

�　
�

��　
�

　「
あ
ゆ
っ
こ
」（
石
部
学
区
）、「
風

の
子
の
い
え
」（
石
部
南
学
区
）で

は
、
平
成
１８
年
度
に
新
１
年
生
と

な
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
を
対

象
に
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

次
年
度
、
学
童
保
育
所
へ
入
所
を

お
考
え
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
�

※「
風
の
子
の
い
え
」
で
は
当
日
、

バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
�

※
い
ず
れ
の
学
童
保
育
所
で
も
、

３
月
９
日（
木
）・
１０
日（
金
）（
午

後
３
時
〜
６
時
）に
体
験
入
所

を
実
施
し
ま
す
。
�

■
日
時
　
２
月
19
日（
日
）
�

　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

■
場
所
　
各
学
童
保
育
所
�

■
問
い
合
わ
せ
先
（
対
応
時
間
‥

午
後
１
時
〜
６
時
）
�

○
学
童
保
育
所
「
あ
ゆ
っ
こ
」〔
石

部
保
育
園
隣
接
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
は
う
す
内
〕
�

�
77
�
5
4
3
0

○
学
童
保
育
所
「
風
の
子
の
い
え
」

〔
石
部
南
公
民
館
横
〕

�
77
�
4
4
9
5

��　
�

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
野
外

で
の
楽
し
い
活
動
を
通
し
て
技
能

を
体
得
し
、
自
立
心
・
豊
か
な
心
・

耐
え
る
力
が
身
に
つ
く
よ
う
、
一

貫
し
た
教
育
方
針
を
も
と
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
�

■
募
集
内
容（
４
月
か
ら
の
学
年
齢
）�

◇
ビ
ー
バ
ー
隊（
小
学
１
・
２
年
生
）�

◇
カ
ブ
隊（
小
学
３
〜
５
年
生
）�

◇
ボ
ー
イ
隊（
小
学
６
年
生
〜
中

学
３
年
生
）
�

◇
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊（
１６
歳
以
上
）
�

◇
リ
ー
ダ
ー（
１８
歳
以
上
）
�

■
募
集
人
員
�

　
各
隊
と
も
若
干
名
�

〈
旧
甲
西
町
域
在
住
の
人
〉
�

甲
賀
第
４
団
�

　
女
の
子
も
入
団
で
き
ま
す
。
入

団
申
込
締
切
は
２
月
１５
日（
水
）

で
す
。
入
団
申
込
用
紙
は
中
央
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
�

○
入
団
説
明
会
�

　
２
月
１２
日（
日
）
午
後
２
時
か

ら
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
�

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
体
験
�

　
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し

ょ
う
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
・

活
動
の
説
明
も
行
い
ま
す
。
関

心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
�

・
日
時
　
２
月
１２
日（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
�

・
場
所
　
下
田
公
民
館
�

・
対
象
　
小
学
校
低
学
年
と
そ
の

保
護
者
�

〈
旧
石
部
町
域
在
住
の
人
〉
�

甲
賀
第
５
団
�

　
随
時
募
集
中
で
す
。
入
団
で
き

る
の
は
男
の
子
だ
け
で
す
。
一
日

体
験
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
事
務
局（
三
浦
）�
77
�
8
1

0
8
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

���　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
子
ど
も

た
ち
の
好
奇
心
や
探
求
心
に
こ
た

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、

心
身
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

人
格
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。�

◇
テ
ン
ダ
ー
フ
ッ
ト
部
門（
就
学

前
１
年
）
�

◇
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
部
門（
小
学
１
〜

３
年
生
）
�

◇
ジ
ュ
ニ
ア
部
門（
小
学
４
〜
６

年
生
）
�

◇
シ
ニ
ア
部
門（
中
学
生
）
�

◇
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
門（
高
校
生
年
齢
）�

◇
成
人
会
員〔
１８
歳
以
上
〕（
リ
ー

ダ
ー
お
よ
び
ス
キ
ャ
ッ
プ
）
�

�〈
旧
甲
西
町
域
在
住
の
人
〉
�

滋
賀
県
第
３６
団
�

　
随
時
募
集
中
で
す
。
入
団
申
込

用
紙
は
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
�

○
入
団
説
明
会
�

２
月
１１
日（
土
）
午
後
２
時
か

ら
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
�

２
月
１０
日（
金
）
ま
で
に
中
央

公
民
館
�
72
�
3
7
6
2
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

○
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
一
日
体
験
�

滋
賀
県
第
３３
団
・
第
３４
団
・
第

３５
団
・
第
３６
団
・
第
３７
団
共
催

事
業
の
シ
ン
キ
ン
グ
デ
イ（
創

始
者
の
生
誕
の
日
に
世
界
の
国

の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え

る
日
＝
２
月
１９
日
）に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

・
日
時
　
２
月
１９
日（
日
）
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

・
場
所
　
甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ

ー（
忍
び
の
里
プ
ラ
ラ
）
�

・
申
込
方
法
　
２
月
１７
日（
金
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
�
72
�

3
7
6
2
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
�

〈
旧
石
部
町
域
在
住
の
人
〉
�

滋
賀
県
第
３５
団
�

　
随
時
募
集
中
で
す
。
親
切
で
責

任
あ
る
団
員
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
事
務
局
（
三
浦
）
�
77
�

8
1
0
8
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
�

○
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
一
日
体
験
�

　
お
菓
子
づ
く
り
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
遊
び
ま
す
。
�

・
日
時
　
２
月
１２
日（
日
）
�

　
午
後
１
時
〜
３
時
�

・
場
所
　
柑
子
袋
公
民
館
�

・
対
象
　
就
学
前
１
年
の
幼
児
〜

高
校
生
と
そ
の
保
護
者
�
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再
就
職
を
め
ざ
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の
�

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
�

技
能
講
習
会
�

�

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集
�

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集
�

平
成
１８
年
度
学
童
保
育
所
�

「
あ
ゆ
っ
こ
」「
風
の
子
の
い
え
」
�

入
所
説
明
会
�

���

平成１８年度入札参加資
格審査申請（指名願）の
受付�
　期間は、2月1日（水）～14日（火）です。
　詳細についてはお問い合わせください。�
◎湖南市ホームページにも掲載してい
ます。�



女性センター�

石部南公民館�

　毎日の子育てに追われているあ
なた。子どもを預けて、自由な時
間を過ごしてみませんか。�
■日時　3月6日（月）�
　午前9時30分～正午�
■対象　市内在住または在勤の女
性で生後4カ月～未就学児がい
る人�

■定員（子ども）15人�
※申込者多数の場合は初めて参加
する人を優先させていただき
ます。�

■参加費　子ども1人につき50円
（保険料）�
■持ち物　お茶、着替え、バスタ
オル、ビニール袋など�

■保育者　保育サポーター「ぽっ
ぽ」�

■申込方法　業務時間中（月～土
曜日の午前8時30分～午後9時）
に電話でお申し込みください。�

子育てリフレッシュタイム�
�

2月8日（水）�
午後1時30分～3時30分�
■場所　石部保健センター�
■内容　介護保険制度について�
■申し込み・問い合わせ先　�
　高齢者支援センターいしべ�
　�77�5243

介護者サロン�

2月3日（金）�
午後1時30分～3時30分�
■場所　保健センター�
■内容　自由なおしゃべり会�
■申し込み・問い合わせ先　�
　高齢者支援センターぼだいじ�
　�74�4093

ものわすれ家族の会�
（なごみの会）�

石部文化ホール�

�

市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）�

パソコン講座「楽しむインターネット」�
　インターネットはどうやって接続するの？
メールをやってみたいけど難しい？セキュ
リティって何？それらの疑問が解ける基礎
知識を習得します。�
■日時　2月13日（月）・17日（金）・20日（月）
午後1時30分～4時30分�

■場所　本館ＯＡ研修室�
■対象　市内在住または在勤の人でＷｉｎｄｏ
ｗｓの基本操作と文字入力ができる人�
■定員　15人�
※申込者多数の場合は抽選となります。結
果は後日、当選した人のみはがきでお知
らせします。�

■受講料　無料�
※別途、テキスト代が必要です。�
■持ち物　筆記用具�
■講師　パソコン指導者サークル「パソフレ」�
■申込方法　はがきまたはＦＡＸに「楽し
むインターネット」と書き、郵便番号・
住所・氏名・勤務先を明記のうえ、2月6
日（月）まで（はがきについては当日消印
有効）にお申し込みください。�

サンヒルズフェスタ�
集おう つなごう 地域の輪�

�
2月12日（日）�
午前9時30分～�
　　　　午後4時�
�
■内容�
☆開会セレモニー（午前9時30分～）�
☆ステージ発表（午前9時50分～）�
☆作品展示（午前9時30分～午後4時）�
☆子ども体験広場（午前10時～午後1時・
参加費無料）…竹とんぼ・知恵の輪・パ
ズル・ボールプールなど�

☆パソコン名刺づくり教室（午前10時～・
参加費無料・先着50人）�

☆骨の健康チェック（午前10時～・参加費
無料・先着100人）�

☆もちつき大会（午後2時～）�
☆フリーマーケット（午前9時30分～午後3
時）�

☆模擬店コーナー（午前9時30分～）…うどん・
パン・おでん・ポップコーン・綿菓子など�

パソコン初心者向け相談�

エクセル、ワードからシステムの相談まで�
�

（パソコンよろず工房）�

■日時　2月6日・13日・20日・
27日〔すべて月曜日〕�

　午前9時30分～11時30分�
■講師　I・I ランドめーる編集ス
タッフ�

※事前に申し込みが必要です。そ
の際に相談内容をお知らせくだ
さい。�
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　昔の岩根ってどんなまち？自分たち
の住む地域の歴史について写真を通し
て振り返りませんか。皆さんからお寄
せいただいた岩根学区の風景や人物を
写した昔の写真を展示しています。懐
かしい写真の数々をぜひ見にきてくだ
さい。今後の地域で考える「まちづく
り」のヒントを発見できるかも！�

■展示期間　2月6日（月）まで�
　午前8時30分～午後5時15分�
※土・日曜日も開催しています。�

岩根学区まちづくり写真展�

�

岩根公民館（仮称）市民センター�

むかしむかしのいわね展�

　日本の伝統芸能の一つである狂言。難しいと思われがちですが、実はとっても楽しい“笑
いの芸術”なのです。狂言を見るのが初めての人、狂言をもっと知りたい人、京都の大蔵
流茂山狂言会による茂山一門の世界をお楽しみください。�
※都合により演目、出演者などが変更になる場合があります。�
※写真、ビデオ撮影などはご遠慮ください。�

茂山狂言鑑賞会　～笑いの古典芸能を～�
�

かぎゅう� ぼうしばり�

■演目　「蝸牛」「棒縛」�
■出演　茂山狂言会�
【「蝸牛」のあらすじ】�
　主人に長寿の薬になるとい
う蝸牛（かたつむり）を捕って
こいと命じられた太郎冠者は、
蝸牛がどんなものか知りません。主人に聞く
と、「竹藪には必ずいるものだ」と教えられま
す。藪に探しに出かけたところ、寝ている山
伏を発見。山伏を蝸牛と勘違いしてしまい…。�
〈出演〉�
・山伏…茂山千五郎　　・主人…茂山七五三�
・太郎冠者…茂山逸平　・後見…茂山　茂��
【「棒縛」のあらすじ】�
　自分の留守中に冠者たちが
酒を盗み飲みしていることを
知った主人。飲ませまいと次
郎冠者の両手を棒に、太郎冠者の手も後ろ手
に縛って出かけます。それでも酒が飲みたく
て仕方がない冠者たちは苦心の末、何とか飲
むことに成功するのですが、そこへ主人が戻
ってきて…。�
〈出演〉�
・主人…茂山七五三　　 ・太郎冠者…茂山茂�
・次郎冠者…茂山千三郎 ・後見…茂山逸平�
■問い合わせ先�
　湖南市文化協会（生涯学習課内）〔石部文化
総合センター〕�77�6250

か　じゃ�

湖南市文化協会主催�

明
治
43
年
に
完
成
し
た
�

岩
根
尋
常
高
等
小
学
校
�

2月4日（土）午後3時30分～4時40分�



�

日　　時�

菩提寺学区住民のつどい�
「阪神・淡路大震災�
　　　　　～その体験を語る」�
2月11日（土）�
午後2時～4時（受付：午後1時30分～）�
■講師　谷川三郎さん（阪神・淡路大震
災記念協会「人と防災未来センター」
語り部）�
☆震災当時、芦屋市建設部長として救援
活動の指揮を執った経験から、日ごろ
からの人と人とのつながりがいかに大
切か、いざというときにどのようなこ
とが必要なのかなどについてお話しい
ただきます。�
■主催　菩提寺学区人権まちづくり会議�
※手話通訳、託児サービスがあります。
託児サービスを希望する人は2月6日（月）
までに菩提寺公民館へお申し込みくだ
さい。�

3月29日（水）�
午後6時30分開演�
�
■演奏曲　アイネ・クライネ・
ナハトムジーク、美しきロ
スマリン、弦楽四重奏曲「ア
メリカ」、「冬のソナタ」より
など�

■入場料【全席自由】�
・一般…1,500円（当日1,700円）�
・高校生以下…1,000円（当日
1,200円）�
■前売券販売所　甲西文化ホ
ール、平和堂甲西中央店、平
和堂甲西店、アルプラザ水口
店、ローソンチケット（Lコ
ード＝54844）�0570�08
�4005

Ｎ響メンバーによる�
「室内楽の楽しみ方」�
�

教養講座�

健康づくり講演会�
　更年期になると、個人差はありますが、
肉体的・精神的に不安定な状況が現れて
きます。�
　一般的に更年期は、40歳代の半ばか
ら50歳過ぎまでの時期をいいますが、
これらの更年期症状の現れる時期は人に
よって差があり、形もさまざまです。ま
た、女性特有のものと思われがちですが、
男性更年期や若年性更年期もあります。�
　更年期症状は、ホルモンのバランスの
くずれによる身体的要因に、職場でのス
トレスや人間関係の悩みなどの社会的要
因が複雑に絡み合って引き起こされると
いわれています。�
　この講演会は、こうした更年期を上手
に乗り越えるために、本人や家族、周囲
への理解を深めることを目的として開催
します。ぜひお越しください。�

2月18日（土）�
午後1時15分～3時30分�
場所／市民学習交流センター（サン
　　　ヒルズ甲西）本館�
■内容�
○健康推進員活動発表�
○講演「更年期を味方につ�
　　　　けてプラス思考で�
　　　　乗り切る」�
　講師　はらたいらさん（漫画家）�
■主催　湖南市・健康づくり湖南推進協
議会�
■共催　滋賀県国民健康保険団体連合会�
■問い合わせ先�
　健康政策課〔保健センター〕�
　�72�4008

★2月20日（月）�
　午前10時30分～正午�
　会場／ひかり幼稚園�
　講師／瀬戸口清文さん（大妻女子

大学家政学部助教授・ＮＨＫ｢お
かあさんといっしょ」8代目体
操のお兄さん）�

　「おちゃめなおめめでヨーイドン
～ときめく力は自分生かし、人生
かし」�

★2月24日（金）�
�  午前10時30分～正午�
�  会場／水戸幼稚園�
�  講師／2代目森乃福郎さん（落語家）�
�  「子育ては親育て」�
�
★2月27日（月）�
�  午後１時～2時30分�

�  会場／三雲幼稚園�
　講師／片岡直樹さん（川崎医科大
学小児科教授）�

　「テレビ漬けがつくる言葉遅れ～
しゃべらない、笑わない、遊べな
い、キレる、多動」�
■受講料　無料�
■定員　各回約200人�
※定員になり次第締め切ります。�
■申込方法　2月10日（金）までに希
望する講演会の会場へ電話でお申
し込みください。�
�※各会場で託児サービスがあります。
　申し込み時にお知らせください。�
■申し込み・問い合わせ先�
�○ひかり幼稚園　　�74�3011�
�○水戸幼稚園　　　�75�3350�
�○三雲幼稚園　　　�72�0077

菩提寺公民館�

�

　　�
�

第２回�3月11日（土）�
午後2時～3時30分�
�

第1回�2月26日（日）�
午後2時～3時30分�
�山本 浩之 さん（関西テレビアナウンサー）�

住田 裕子 さん（弁護士）�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
■受講料【全席自由】�
　〈前売〉一回券 1,800円�
　　　　　通し券 3,000円�
　〈当日〉一回券 2,000円�
■前売券販売所　甲西文化ホール、平
和堂甲西中央店、平和堂甲西店、ア
ルプラザ水口店、ローソンチケット（L
コード＝53059）�0570�06�
3005�
※一回券は甲西文化ホールのみの販売
となります。�

サークル展示　�

 �
2月4日（土）～26日（日）�
　伝統工芸会館「たくみの家」で活動し
ている陶芸サークル「陶友会」。その原
点は菩提寺焼の故粟津寛楽先生にありま
す。結成10周年の作品展は手のぬくも
りを感じさせる力作ぞろいです。ぜひお
越しください。�
�

甲西文化ホールギャラリー�

�

湖南市生花クラブ�「陶友会」作品展�

「日々新たな出会い発見！」�

「みんなが主役！女と男のチャレンジ」�
�

　　�
�

入場�
無料�

参加費�
無料�

甲西文化ホール�

井野邊大輔さん� 永峰高志さん�

金田幸男さん� 銅銀久弥さん�

滋賀県私立幼稚園�
子育て支援活動推進事業�
�
�

Konan  2006.221

健やか子育て講演会�



2006.2  Konan 22

図
書
館
へ
行
こ
う�

イ
タ
リ
ア
〜
冬
季
オ
リ�

ン
ピ
ッ
ク
開
催�

甲
西
図
書
館�

日� 時　　間� 内　　　　　　　　　　　容�

図書館コンピュータシステム統合記念「お話会」　グループ「ピッコロロ」による
絵本の読み聞かせなどの楽しいおはなしの時間（幼児向け）。��
ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざにだっこ
のおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど（入園前のお子さん向け）。��
日曜シアター「インナースペース」　’87米　J・ダンテ監督。D・クエイドほか
出演。人間が人間の体内に入り込んでしまったために巻き起こる奇想天外なアド
ベンチャー（字幕）。��
ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おはなしと絵本
の楽しい時間（前半は4歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。��
親子映画会「夢のチョコレート工場」　’71米　M・スチュアート監督。G・ワイルダ
ーほか出演。おいしくて人気、でも謎に包まれたワンカのチョコレート工場の秘密
（字幕）。　��
土曜名画座「自転車泥棒」　’48伊　ヴィットリオ・デ・シーカ監督。L・マジョラーニ
ほか出演。長い失業の末にアントニオはやっと映画ポスター張りの仕事を得るが
…（字幕）。��
おはなしの森　図書館員による絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおはな
しの時間（幼児から小学生向け）。�

2日（木）�

�

3日（金）�

�

12日（日）�

�

18日（土）�

�

19日（日）�

�

�
25日（土）�

�

26日（日）�

�

�

10：15～10：45�

�

11：00～11：30�

�

14：00～16：05�

�

14：30～15：30�

�

14：00～15：40�

�

�
14：00～15：25�

�

14：00～14：30�

�

石
部
図
書
館�

日� 時　　間� 内　　　　　　　　　　　容�

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による絵本の読み聞かせなどの楽
しいおはなしの時間（幼児から小学生向け）。��
よっといでたいむ　図書館員による、おひざにだっこのおはなしかい。絵本の読み
聞かせや紙芝居など（入園前のお子さん向け）。��
よっといでたいむ　図書館員による絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおは
なしの時間（幼児から小学生向け）。�
�
きじっこシネマ（子ども向け映画会）　「小公女」’95　米 F・バーネット原作。ニュ
ーヨークの厳格な寄宿学校に入学することになった少女セーラ。天真爛漫なセー
ラはクラスメイトたちにセンセーションを巻き起こす…（実写版・日本語吹き替え）。�

12日（日）�

�

17日（金）�

�

25日（土）�

�

26日（日）�

11：00～11：30�

�

11：00～11：20�

�

14：00～14：30�

�

14：00～15：40�

�

�

石
部
図
書
館
・
甲
西
図
書
館
と
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入
れ
替
え
作
業
な
ど
の
た
め
、
2
月
1
日（
水
）は
休
館
し
て
い
ま
す
。
�

2月の行事予定�

●
『
現
代
イ
タ
リ
ア
を
知
る
た
め

の
44
章
』
村
上
義
和
編
著（
明
石

書
店
）…
急
激
な
変
容
を
遂
げ
る

イ
タ
リ
ア
社
会
の
現
在
を
紹
介
す

る
。
�

●
『
体
当
た
り
〜
な
イ
タ
リ
ア
極

楽
生
活
の
す
す
め
』
朝
岡
な
お
め

著（
実
業
之
日
本
社
）…
イ
タ
リ
ア

育
ち
の
現
役
通
訳
者
が
贈
る
、
体

当
た
り
体
験
で
会
得
し
た
イ
タ
リ

ア
滞
在
の
極
意
。
�

●『
カ
ン
テ
ィ
ー
ナ（
物
置
き
）を

巡
る
冒
険
旅
行
』
大
矢
ア
キ
オ
著

（
光
人
社
）
…
イ
タ
リ
ア
在
住
の

著
者
が
紹
介
す
る
イ
タ
リ
ア
式
車

好
き
の
生
活
。
�

●
『
イ
タ
リ
ア
人
の
働
き
方
』
内

田
洋
子
ほ
か
著
（
光
文
社
）
…
国

民
の
多
く
が
社
長
の
国
・
イ
タ
リ

ア
の
底
力
。
�

●『
世
界
の
食
文
化
⑮
イ
タ
リ
ア
』

池
上
俊
一
著
（
農
山
漁
村
文
化
協

会
）…
イ
タ
リ
ア
人
が
愛
し
て
や

ま
ぬ
パ
ス
タ
を
鍵
に
、
イ
タ
リ
ア

人
と
そ
の
文
化
を
読
み
解
く
。�

●
『
パ
ン
の
よ
う
に
お
い
し
い
イ

タ
リ
ア
人
』
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・

Ｇ
・
ジ
ェ
レ
ヴ
ィ
ー
ニ
著（
新
潮
社
）

…
よ
し
も
と
ば
な
な
の
翻
訳
者
で

あ
る
著
者
が
、
故
郷
イ
タ
リ
ア
の

素
顔
を
語
る
。
�

●『
あ
し
た
は
ド
ロ
ミ
テ
を
歩
こ
う
』

角
田
光
代
著
（
岩
波
書
店
）
…
気

鋭
の
作
家
が
挑
む
イ
タ
リ
ア
・
ア

ル
プ
ス
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
紀
行
。
�

●
『N

A
K
A
T
A
M
O
D
E

』
高
橋

英
子
ほ
か
著（
小
学
館
）…
一
人
の

日
本
人
が
変
え
た
、
イ
タ
リ
ア
人

の
日
本
観
。
�

●『
セ
リ
エ
Ａ
に
挑
ん
だ
男
た
ち
』

パ
オ
ロ
・
ロ
ッ
シ
著（
朝
日
新
聞
社
）

…
世
界
最
高
峰
の
リ
ー
グ
に
挑
ん

だ
5
人
の
日
本
人
選
手
の
栄
光
と

苦
闘
を
現
地
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
辿
る
。
�

●『
「
絵
に
な
る
」
ま
ち
を
つ
く
る
』

民
岡
順
朗
著（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

…
な
ぜ
日
本
の
街
並
み
は
安
っ
ぽ

い
の
か
。
イ
タ
リ
ア
に
都
市
再
生

を
学
ぶ
。
�

●
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ミ
ス
テ
リ

ー
ガ
イ
ド
』
市
口
桂
子
著（
白
水
社
）

…
普
通
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
満

足
で
き
な
い
人
に
、
15
の
秘
密
の

街
歩
き
を
紹
介
。
�

●『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ラ
グ
ー
ナ
の

風
』
小
川
光
生
著（
河
出
書
房
新
社
）

…
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
在
住
の
著
者
が

語
る
、
愛
す
べ
き
イ
タ
リ
ア
人
た

ち
の
50
の
物
語
。
�

●『
ト
リ
ノ
か
ら
バ
ロ
ー
ロ
の
丘
へ
』

千
厩
と
も
ゑ
著（
洋
泉
社
）…
ト
リ

ノ
と
南
ピ
エ
モ
ン
テ
の
全
魅
力
を

紹
介
。
�

ぜひご参加ください。�



※移動図書館車でも予約することができます。ご希望の本が見つからない

場合は気軽にお申し付けください。�

※水戸小学校では、水戸保育園の園児の皆さんにも利用していただけます。�
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図
書
館
へ
行
こ
う�

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。�
■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。�
●は両館の休館日です（火曜日、祝日、毎月最
終木曜日）。��
☆開館時間は、両館とも午前10時～午後6
時です。�

☆湖南市立図書館ホームページ（http://�
　 l i b.edu-konan.jp）で、2月2日（木）から、
両図書館の蔵書を見ることができます。�
�○石部図書館�
　　（石部中央一丁目2-3　�77●6252）�

○甲西図書館�
　　（中央五丁目50　�72●5550）�

2月2日（木）～19日（日）�
札幌オリンピック冬季大会資料展�

2月2日（木）午前9時50分～（約15分間）� 甲西図書館1階カウンター付近�

新統合コンピュータシステム開始式典�

移動図書館車「マツゾウくん」2月の巡回スケジュール�
日�月�火�水�木�金�土�

　　�� 　  1� 2� 3� 4�

5� 6� 7� 8� 9� 10�11�

12�13�14�15�16�17�18�

19�20�21�22�23�24�25�

26�27�28� � � �

2月2日（木）から新しいサービスが始まります�

15（水）

16（木）�

17（金）

10（金）�
24（金）

8（水）�
22（水）

12：55～13：35

13：50～14：50

13：15～13：55

14：20～14：40

14：55～15：55

12：55～13：35

14：30～14：50

12：55～13：35

14：25～14：45

14：50～15：50

14：55～15：55

12：55～13：35

場　　所� 日� 時　間�

三 雲 小 学 校 �

岩 根 小 学 校 �

石部南小学校�

阿 星 保 育 園 �

石 部 小 学 校 �

三雲東小学校�

三 雲 保 育 園 �

菩提寺北小学校�

菩提寺保育園�

菩提寺小学校�

下 田 小 学 校 �

水 戸 小 学 校 �

15（水）

16（木）

17（金）

8（水）�
22（水）

10（金）�
24（金）

15：20～15：50

16：20～16：50

16：25～16：55

14：00～14：30

15：15～15：45

13：50～14：20

16：20～16：50

14：00～14：30

16：20～16：50

場　　所� 日� 時　間�

岩根東農業集落
センター前�

サンヒルズ甲西（本
館）駐車場�

北山台自治会館前�

市立三雲公民館前�

菩提寺幼稚園前�

下田公民館前�

中山生協集会所予定地�

フレンドマート第2駐車場�

妙感寺多目的集会所前�

甲西図書館展示�

○石部図書館で映画などのビデオが借りられます。�
○パソコンや携帯電話からインターネットを利用して、ま
た館内の検索用コンピュータからも図書館の資料を予
約することができます。�
★予約できる人�
・図書館利用カードをお持ちの人（図書館利用カードは図
書館のカウンターで発行しています。住所を確認でき
るものを持ってお申し込みください。移動図書館車マ
ツゾウくんでも申し込めますが、発行は次回の巡回日
となります）。�
・インターネットを利用して予約する人は、メールアド
レスが必要です。予約資料の貸出準備ができたことを
メールでお知らせします。�
★予約する前に必要な手続き�
・このサービスを利用するには図書館が発行するパスワ
ードが必要です。カウンター、または移動図書館車マ
ツゾウくんでお申し込みください（代理で家族の人も可）。
なお、申し込みの際には必ず図書館利用カードをお持
ちください（移動図書館車でお申し込みの場合は、次の

巡回時に発行します）。�
★予約できる資料�
　どちらかの図書館で所蔵している資料で、貸出中のも
のと雑誌の最新号が対象です（移動図書館車専用の雑誌
は予約できません）。�
★予約できる点数�
　図書と雑誌を合わせて15点まで、CD5点まで、ビデオ
2点まで（カウンターで予約した点数も含む）。�
★予約した資料を受け取る場所�
　予約時に、石部館・甲西館・移動図書館車巡回場所（小
学校・保育園を除く）のうちから選べます。�
�
◎インターネットを利用して、また館内の検索用コンピ
ュータからも、自分が借りている資料や予約している
資料を確認することができます（利用するにはパスワー
ドが必要です。左記の「★予約する前に必要な手続き」
をご覧ください）。�
◎図書館で、インターネットによる情報検索をご利用い
ただけます。�

イタリア・トリノでの第20回オリンピック冬季競技大会
の開催に合わせて、北海道立図書館所蔵の札幌オリンピッ
ク冬季大会に関する貴重な資料、約50点を展示します。�

2月25日（土）～3月12日（日）�
木原順の絵手紙ひとりごと�

市内在住の絵手紙作家・木原順さんの作品展。
シンプルななかにも温かみのあるはがきや
巻き手紙、約200点を展示します。�

場所�

ぜひご参加ください。�

ぜひご参加ください。�
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☆湖南市子育て支援ホームページ（http://www.ex.biwa.ne.jp/～kosodate-s）もご覧ください。�

◆開放日（午前10時～11時30分）�
　2月9日（木）・13日（月）・21日（火）�

☆開放日（午前10時～正午）�
　子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者どうし
の交流の場として開放しています。相談があれば気軽に
職員に声をかけてください。�
　にこにこの日�
・ 6日（月）午前10時30分～11時（受付：午前10時～）�
　…「リズムにのってあ・そ・ぼ・う！」�
　　歌あそびグループ「ポレポレ遊ぎ舎」�
・16日（木）午前10時30分～11時30分（受付：午前10時～）�
　…おひなさまをつくろう！�
・21日（火）�
　…リトミックで遊ぼう！�
　● 平成15年4月～平成16年3月生まれの子�
　　午前10時～10時45分（受付：午前9時45分～）�
　● 平成15年3月までに生まれた子�
　　午前11時～11時45分（受付：午前10時45分～）�
　　講師：津田悦子さん（リトミック研究センター滋賀第
　　　　　1支局長）�
　　場所：岩根保育園遊戯室�
　※下のお子さんの託児サービスがあります。�
◇サークル使用日�
　センター登録の子育て支援サークルが活動する日です。
一般には開放していません。�

2月�

� � � 1� 2� 3� 4�

5� 6� 7� 8� 9� 10� 11�

12� 13� 14� 15� 16� 17� 18�

19� 20� 21� 22� 23� 24� 25�

26� 27� 28� � � �

◇�

☆�

◇�

◇�

☆�

☆�

☆�

☆　�

　�

☆�

　�

�

☆�

�

�

　�

☆�

☆　�

☆�

�

�

◇�

☆�

　�

☆　�

�

�

�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

湖南市子育て支援センターだより湖南市子育て支援センターだより湖南市子育て支援センターだより

〔岩根2225（岩根保育園2階）〕�
�・�72�7089

〔石部中央三丁目9－20（石部保育園隣接）〕�
�77�8570　�77�8572

　子育てに関する講演会や親子ふれあい遊びなどいろいろ
な催しを企画しています。ぜひご参加ください。��
お父さんと遊ぼう�
お母さんはリフレッシュ（お菓子作り）�
■日時　2月25日（土）午前10時～11時30分�
■場所　柑子袋公民館�
■対象　2～4歳の子とその保護者�
■定員　20組（先着順）�
■講師　今宿国夫さん、谷口千登勢さん�
■持ち物�
（父子）フェイスタオル（遊びに使います）、飲み物、汗拭
きタオル、着替え�

（母）エプロン、三角巾、手拭きタオル、泡だて器（製菓用）、
金属性ボール（直径30㎝くらい）、材料費（800円程度）�

■申込方法　2月6日（月）～17日（金）にセンターの窓口へお
申し込みください（電話可）。�

※兄弟で参加する場合は、対象年齢外のお子さんも参加で
きます。�
※乳児を連れて参加を希望する人は、申し込み時にご相談
ください。�

◆おひさまらんど（子育て支援講座）�
　参加者募集�
�

■日時　3月14日（火）午前10時～11時�
　　　　（受付：午前9時45分～）�
■対象　0・1歳（平成16年4月2日～17年4月1日生まれの
おすわりやハイハイができる乳児）とその保護者�
■定員　15組（先着順）　�
■内容　親子ふれあい遊び、応急手当の仕方�
■申込方法　2月13日（月）～24日（金）にセンターの窓口
へお申し込みください（電話可）。�

◆にこにこ広場（りすグループ）参加者募集�
�

◎開館日　月～金曜日�
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始�
◎開館時間　午前8時30分～午後5時15分�

◎開館日　月～金曜日�
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始�
◎開館時間　午前9時～午後4時�
�

　おもちゃをたくさん持ってお話しに来られ
ます。�
■日時　3月2日（木）午前10時～11時30分（受
付：午前9時30分～）�
■場所　社会福祉センター2階和室�
■講師　岩城敏之さん（「KID’Sいわきぱふ」代表）�

■日時　3月7日（火）�
　午前10時30分～正午�
■場所　総合体育館�
■対象　2歳児以上�
■定員　50組（先着順）　�
■講師　平島也子さん�

■持ち物　上靴、飲み物、汗拭き
タオル、着替え�
■申込期間　2月22日（水）～28日（火）�
■申し込み・問い合わせ先�
　子育て支援センターひまわり（電
話可）　�72�7089�
■企画　子育てサークルはちみつ�

サークル企画イベント�

親子体操　音楽に合わせて楽しみましょう！�
支援センター合同企画�

子育て支援講演会「子育てのコツ」�
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弟ができて、ずいぶんし
っかりした祐汰。生まれ
て 5 カ月が過ぎた隼人。
2人のおかげで、毎日に
ぎやかで、笑顔がいっぱ
い！生まれてきてくれて
ありがとう。�

出産当時、「恭ちゃん、ど
ろんこででてきた～」と言
っていた舜真は、今では弟
をよくかわいがってくれる
お兄ちゃん。恭吾はいつも
ニコニコ笑顔でお兄ちゃん
が大好き。早く一緒に遊べ
る日がくるといいね！�

和也さん・直見さん�
（下田南）�

智宏さん・依子さん�
（平松）�

　特別なメニューはありません。0歳の赤ちゃんからど
なたでも参加できます。毎週月曜日に公民館で開催し
ています。子育ての先輩であるサポーターと一緒に、
楽しい時間を過ごしましょう。初めての人も一度のぞ
いてみてください。�
※申し込みは不要です。�

■時間　午前10時～正午（毎回）�
■問い合わせ先　生涯学習課社会教育担当〔石部文化�
　総合センター内〕�77�6250　�77�6253

柑子袋公民館�

菩提寺公民館�

市民学習交流センター�
（サンヒルズ甲西）別館�

石部南公民館�

2月 6日（月）�

2月13日（月）�

2月20日（月）�

2月27日（月）�

�

◆対象…入園前の幼児とその保護者�
◆時間…午前10時30分～11時45分�
三雲幼稚園 �72�0077 　2月16日（木）�
ひかり幼稚園 �74�3011 　2月14日（火）�
水戸幼稚園 �75�3350 　2月15日（水）�
※申込受付は各園で行っています。�

おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し込み
は不要です。�
◆日時…毎週火・木曜日　午前10時～正午�
◆場所…石部南公民館2階会議室�
■問い合わせ先�
　石部南公民館　�77�2535
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光星�
学園�

光星�
学園�

�72�1385�
�72�0390�
�72�1389�
�74�1373�
�75�2420�
�75�0630

9日（木）�10：00～11：30�
�

10日（金）�10：00～11：30�
�

三 雲 保 育 園 �
平 松 保 育 園 �
岩 根 保 育 園 �
菩提寺保育園�
下 田 保 育 園 �
水 戸 保 育 園 �

◆対　象…未就学の幼児とその保護者�

甲西あかつき保育園��72�4960�
�◆対　象�

　1～3歳の幼児�
　とその保護者�

◆内　容�
　・ 1日（水）ホール開放�
　・15日（水）終了パーティー�

湖南市子育て支援センターだより湖南市子育て支援センターだより

細本 祐汰ちゃん（２歳）�

　　 隼人ちゃん（５カ月）�

■申し込み先　政策秘書課広報・広聴担当　� 71� 2314

どしどしご応募ください。�

◆対象…2・3歳児（H13.4.2～Ｈ15.4.1生）とその保護者�
◆時間…午前10時30分～11時45分�
三雲幼稚園　�72�0077　　�
ひかり幼稚園　�74�3011　　�
水戸幼稚園　�75�3350�
※申込受付は各園で行っています。�

2月21日（火）�

3歳児�

ゆう た�

はやと�

瀬古 舜真ちゃん（４歳）�

　　 恭吾ちゃん（７カ月）�

しゅんま�

きょうご�

�

◎お正月休み明け�
　保育士「あけましておめでとう」�
　Aちゃん「ありがとう」�
いつもお誕生日会などで「おめでとう」「ありがとう」
と言葉を交わしているからかな？�

◎数を数えていたBちゃん�
　「ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ、ごっつ」�

保育園や幼稚園での子どもたちのと�
っておきの会話を紹介するコーナー�
です。今月は石部保育園です。�



◆持ち物…印鑑、妊娠届出書 ※お持ちでない場合は、各保健センターの受付にてご記入ください。�

毎週火・水・木曜日の8：30～12：00　保健センター�
毎週月・金曜日の8：30～17：15　　　石部保健センター�
＊上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。�

◆内容…身体計測、問診、内科健診など�

乳幼児健診は、母子保健カードの安全管理など諸般の事情により、これまでどおり旧町域ごとに各保健センターで行います。�
お間違いのないようにご注意ください。�

乳幼児健診�

■問い合わせ先�
○保健センター　　�・有線72�4008�
○石部保健センター　　　�77�7008

種　類�

平成17年10月生�

平成17年4月生�

平成16年7月生�

平成15年7月生�

平成14年7月生�

4カ月児健診�

10カ月児健診�

1歳6カ月児健診�

2歳6カ月児健診�

3歳6カ月児健診�

保健セン�
ター�

対　象� 実施日� 受付時間�

保健センター�

【三雲・三雲東・岩根・菩提寺・菩提寺北・下田・水戸小学校区】�
◆持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（４カ月児）、�
　　　　　歯ブラシ（１０カ月児・１歳６カ月児・２歳６カ月児・３歳６カ月児）�

※1歳6カ月児健診では親子歯科健診を行います。�
※2歳6カ月児健診ではフッ素塗布（希望者）を行います。�
※3歳6カ月児健診では尿検査・視力検査を行います。�

旧甲西町域�

2月23日（木）�

2月13日（月）�

2月17日（金）�

2月 7 日（火）�

2月 2 日（木）�

13：00�
�
�

14：30
〜�

種　類�
平成17年10月生�

平成17年4月生�

平成15年6月生�

平成15年7月生�

平成15年8月生�

4カ月児健診�

10カ月児健診�

�

2歳6カ月児健診�

石部保健�
センター�

対　象� 実施日� 受付時間�場　所�

石部保健センター�
�

【石部・石部南小学校区】�
◆持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（４カ月児）、�
　　　　　歯ブラシ（１０カ月児・２歳６カ月児）�

※2歳6カ月児健診ではフッ素塗布（希望者）を行います。�

旧石部町域�

2月28日（火）�
�

�

2月16日（木）�

�

）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
）（ �
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種　類�

成　分�
①2月14日（火）� 甲西文化ホール前駐車場��

場　所�実施日� 受付時間� 対　象�

献血�
◆持ち物…献血手帳、身分証明書（運転免許証・健康保険証など）�

※65歳以上の人の献血については、64歳までの間に献血経験のある人が対象です。�
※「成分」に協力していただける人は、①は2月7日（火）までに、②は2月24日（金）�
　までに保健センターへご連絡ください。�
※渡航歴などにより献血できない場合があります。�
�

10：00～15：00

②3月 3日（金）� 石部保健センター�
18～69歳�

全　血�　3月 3日（金）� 平和堂石部店�13：30～16：00 16～69歳�

9：30～10：30

健診には多少時間
がかかりますので
あらかじめご了承
ください。�

健診には多少時間
がかかりますので
あらかじめご了承
ください。�

13：00�
�
�

14：30
〜�

注意�

ひよこ（赤ちゃん）教室�
種類�

Ⅰ� 2月 6日（月）�○時間�
　9：45～11：30�
　（受付　9：30～）�
○場所�
　保健センター�

平成17年�
9月生まれ�

実施日� 時　間・場　所� 内容・持ち物�対象�

Ⅱ� 2月20日（月）�
平成17年�
8月生まれ�

○内　容…「離乳食の進め方（調理実習を含む）」�
○持ち物…母子健康手帳、エプロン�

○内　容…「育児の喜び・悩みを話し合おう」�
　　　　　「ベビーマッサージ」　�
○持ち物…母子健康手帳、バスタオル�
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種類�

Ⅱ� 2月18日（土）�

○時間�
　13：30～15：30�
　（受付   　13：15～）�
○場所�
　保健センター�

実施日� 時　間・場　所� 対象・内容・持ち物� その他�

○対　象…妊婦、夫および家族�
○内　容…「赤ちゃんの成長・発達を知ろう！」�
　　　　　「親になるってどういうこと？」�
　　　　　「パパの妊婦体験・沐浴体験」�
○持ち物…母子健康手帳、テキスト�

上のお子さんの
保育が必要な人
は事前にお知ら
せください。�

ママ・パパ教室�

子育て相談室�
実施日�

2月10日（金）�

○時間�
　10：00～11：30�
○場所�
　石部保健センター�

時間・場所� 内容・持ち物�

○内　容…�
身体計測、成
長発達などに
ついて�
○持ち物…�
母子健康手帳�

予防接種�◆持ち物…母子健康手帳（接種証明や接種歴の確認などのために必要です）、予診票（または問診票）�
種類�

保健センター�

実施日� 場　所� 受付時間� 標準的な接種年齢�

2月24日（金）�ＢＣＧ�
13：15～14：30�
※番号札を持ったまま保健センターの外へ出
る場合は、必ず14：30までにお戻りください。�

生後3～6カ月未満�

※番号札は当日8：30から保健センターの玄関に出しています。�
※平成18年度からの麻しん・風しん混合ワクチン接種の対象は、麻しんワクチン、風しんワクチンともに未接種のお子さんです。麻しん
ワクチン、風しんワクチンを両方とも接種済みのお子さんは対象になりません。1～7歳半で麻しんワクチン、風しんワクチンがまだお
済みでない場合は早めに接種しましょう。�

場　所�
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各種相談�

○総務課〔東庁舎〕�71�2360�
○地域総合センター（三雲会館�72�3166、三
雲教育集会所�72�3301、夏見会館�72�
3083、柑子袋会館�72�2993、松籟会館�
77�2972、岩根会館�72�2292）では、人権
相談をはじめとした各種相談を受け付けていま
す。
◇日時　毎週月～金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後5時15分�

相談窓口�

就労相談�

　事前に予約が必要です。
◇日時　2月23日（木）�
　午後2時～4時（一人1時間程度）
◇場所　社会福祉センター�
◇対象　市内在住の女性
◇申し込み・問い合わせ先
　人権政策課　�71�2354

女性の悩み相談�

○保健センター　　　　　　　�72�4008�
○石部保健センター　　　　　�77�7008�
◇子育てに関する悩みや心配なこと、また離
乳食やお子さんの発達などについて気軽に
ご相談ください。
◇随時、電話にて受け付けます。
※発達相談員による発達相談（予約制）の紹
介も行います。�

育児相談�

保健センター　　　　　　　　�71�4150�
◇日時　毎週月～金曜日（祝日を除く）�
　午前8時30分～午後5時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など�

赤ちゃんホットライン（電話相談）�

湖南市高齢者支援センター〔東庁舎〕�
　　　　　　　　　　　　　�71�4652�
高齢者支援センターいしべ　  �77�5243
高齢者支援センターみくも　   �72�8100�
高齢者支援センターぼだいじ   �74�4093�
高齢者支援センターひえ   　　�75�2323

介護についての相談・高齢者の生活相談・�
福祉用具や住宅改修の相談�

○保健センター　　　　　　　�72�4008�
○石部保健センター　  　　　�77�7008�
◇日時　毎週月～金曜日（祝日を除く）�
　午前8時30分～午後5時15分
◇対象　もの忘れについて気になる人、また
はその家族
※専門医によるもの忘れ相談（予約制）の紹
介も行います。�

もの忘れについての電話相談�

滋賀県商工観光労働部労政能力開発
課雇用対策推進室�
�72�9311（相談日のみ）�
◇日時　2月1日（水）、15日（水）、24

　日（金）　午前9時～午後4時
◇場所　女性センター�

内職相談�

　相談は無料、秘密は厳守されます。予
約制ですので、前日までに予約申し込み
を行ってください。
石部商工会　　　　　　�77�4145�
◇日時　2月18日（土）�
　午前9時30分～11時30分
◇場所　石部商工会館
甲西商工会　　　　　　�72�0038�
◇日時　2月17日（金）�
　午後1時15分～4時15分
◇場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）�

法律相談�

ふれあい教育相談室　　　�72�4810�
Eメール k-fureai@vesta.ocn.ne.jp�
◇日時　毎週月～金曜日
　午前9時～午後5時
◇場所　勤労青少年ホーム�

教育電話相談�

三雲会館�
三雲教育集会所�
夏見会館�
柑子袋会館　�
松籟会館�
岩根会館�

�72�3166�
�72�3301�
�72�3083�
�72�2993�
�77�2972�
�72�2292

市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）本館
下田公民館�
菩提寺公民館�
石部南公民館�

�
�75�8190�
�75�0011�
�74�3471�
�77�2535

少年センター「あすくる湖南」�
〔西庁舎別棟２階〕　�
�77�7053�
　中学生・高校生本人やその保護者を
対象に、学校や家庭での生活、交友関係、
不登校、いじめなどについての電話相談
や面接相談を受けています。�
◇日時　月～金曜日　�
　午前９時～午後４時�

少年センター悩み事相談�

　厳しい雇用情勢が続くなか、皆さんの就労を支援するための相談窓口を開設しています。
求職活動のしかた、情報誌の見方、ハローワークでの手続きのしかたなど、就労に関する
相談に相談員が対応します。気軽にご利用ください。�
�
2月の相談日　☆相談時間はいずれも午前9時～11時30分�

■問い合わせ先　商工観光課労政担当〔東庁舎〕　�71�2332

☆時間はいずれも午後1時～4時�
◇問い合わせ先�
・よろず相談…社会福祉協議会　 �72�4102�
・行政相談…総務課　　　 　　 �71�2360�
・人権相談…人権政策課　　 　 �71�2354

よろず相談・行政相談・人権相談�

日� 9日（木）�
�

19日（日）�
�

よろず相談�

行政相談�

よろず相談�

人権相談�

行政相談�

人権相談�
－�

場所�

社会福祉センター�
�72�4102�
�

石部老人福祉センター�
�77�5045�
�

　湖南市・甲賀市に事業所を
持つ企業との自由面談会です。�

2月17日（金） �
午後1時30分～3時30分�
■場所　甲賀郡農業協同組合
JAホール（甲賀市水口町水口６
１１１-１）�
■対象　公共職業安定所に求職
申し込みを行っている人ならび
に就職を希望している人�
※平成18年3月新規学校卒業予
定者は除きます。�
■参加企業数　30社程度�
■持ち物　履歴書（複数枚）�
■問い合わせ先�
　ハローワーク甲賀（甲賀公共職
業安定所）　�62�0651

甲賀地域就職面接会�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

5 6�
松籟会館�
�13�

三雲教育集会所�
�20�

松籟会館�

7�
三雲会館�
14�

下田公民館�
�21�

三雲会館�
�

15�
サンヒルズ甲西�

�
�

8�
石部南公民館�

�
�

1�
サンヒルズ甲西�

�
�

22�
石部南公民館�

�
�

16�
菩提寺公民館�

�

9�
柑子袋会館�

�

2�
菩提寺公民館�

�
�

23�
柑子袋会館�

�

10�
岩根会館�
�

3�
夏見会館�
�

17�
夏見会館�
�24�

岩根会館�
　�
�

27�
三雲教育集会所�

28�
下田公民館�

�
�

12

19

26

11

4

18

25

申込�
不要�
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（
敬
称
略
）�

　朝、目を覚ますと一面の
銀世界が目に飛び込んで
きてびっくり！この冬に何度
こんな経験をしたことでし

ょう。例年は２、３回ほどうっすらと積もる
ぐらいですが、今年は１０センチ近くの積
雪が何度も。暖冬という当初の予想とは
逆に、記録的な寒さとなりました。昨年
１２月末以降、日本海側などで続いた大
雪による被害や雪国の厳しい暮らしぶり
をニュースで目にすることも多く、心が
痛みます。�
　毎年冬になると自分の４WD車を走ら
せスキー場に行きますが、年末に訪れた
長野県も例年になく雪が多く、見慣れた
場所もどこか知らないところであるかの
ように感じました。�
　雨の日や雪道などで抜群の安定感を
誇る４WDですら、凍結した路面ではヒ
ヤッとすることもしばしば。まだまだ厳
しい雪の季節が続きます。過信は禁物、
常に安全運転を心がけたいものですね。�

�
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正福寺集落の鎮守様（川田神社）�
　正福寺区の西にあるこんもりとした鎮守の森。この森を擁する川田神
社は、貞観元年（８５９年）に建立された。以来、四度も再建されたとい
う。鳥居の奥に整列している灯籠は、地元の人たちが厄除けや金婚記念
の際に寄進したものである。ご神体は滋賀県の文化財に指定されてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真提供：フォト亀CAME】�


